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廿日市市の冠遺跡から辿る、ホモサピエンスの足跡（広島県）




アフリカからのグレートジャーニー







旅を重ねるうちに、私はある一つの確信を持つようになった。それは、 「優れた旅路には、必ず大地の呼吸が整う 『ツボ』 のような場所がある」 ということだ。世界各地の聖地や、山岳・辺境の地を歩くとき、そこには決まって独特の磁場のようなものが漂っていた。

しかし、まさか私が現在居住し、数え切れないほど足跡を刻んできた中四国の山並みの中に、人類史の常識を揺るがすほどの壮大な 「地球のツボ」 が隠されていようとは、想像もしなかった。

広島県廿日市市吉和に広がる冠高原（冠遺跡群）。標高約８００メートルのこの美しい高原に立つと、どこか異国を思わせる清涼な風が吹き抜けていく。現代の私たちにとっては、四季折々の自然を楽しむ静かな里山ゾーンである。

だが、この足元に眠る地層へと意識のプラグを深く差し込んでいくと、今から約４万２３００年前という、気の遠くなるような「古（いにしえ）の道」への磁場を発見するのである。

４万２３００年前 ―。それは、アフリカで誕生した我々の祖先、ホモ・サピエンスが、文字通り命を懸けて地球の辺境へと歩みを進めた大いなる彷徨、「グレートジャーニー（偉大なる旅）」 が、ここ冠高原に至ったとされる年代である。

これまで、日本列島に人類が到達したルートとしては、マンモスなどの獲物を追って冷涼なシベリアを経由してきた 「北回りルート」 が主流と考えられてきた。

しかし、この冠遺跡の最下層から掘り起こされた４００点を超える石器群は、私たちに全く異なる、そしてあまりにもドラマチックな旅の記憶を突きつけてくる。

ここで見つかった、側面に細かなギザギザを持つ 「鋸歯状（きょしじょう）石器」や、肉や木を断ち切るための 「クリーバー（石斧）」。 それらは、シベリアの石器文化とは明らかに系譜が異なるものだった。

むしろ、はるか東アフリカの地を起点とし、熱帯のアジアの南側、すなわちインドや東南アジアの沿岸部を巡ってきた 「南回りルート」 のサピエンスが携えていた道具の面影を、色濃く残していたのである。

なぜ彼らは、この標高８００メートルの高地を目指したのだろうか。山岳ガイドとしてこの土地の起伏に触れ、鍼灸師として自然と身体の交感をみつめてきた私には、彼らがこの地を選んだ理由が、腑に落ちるように理解できる。

ここは、人類の旅を持続させるための 「命の源泉」 だったのだ。冠高原は、良質な石器の材料となる 「冠山安山岩」 の宝庫である。過酷な移動によって傷つき、摩耗した道具を仕立て直すために、彼らはこの地を 「旅のヒーリングスポット」 として選んだに違いない。

硬質な岩肌を叩き、鋭利なエッジを削り出す。その石を打つ乾いた音は、吉和の深い森に響き渡り、彼らの内に眠る生存への意志を激しく鼓舞したことだろう。彼らにとって石器を作るという行為は、現代の私たちが旅先で疲れた心身の気を整えるように、大地のエネルギーを借りて自らの 「生きる力」 を調律する、極めて神聖なセラピーでもあったはずだ。

冠高原の草むらに腰を下ろし、目を閉じて、4万年前の旅人たちの呼吸に自らの呼吸を重ね合わせてみる。すると、彼らがこの地で感じていたであろう、生きることへの圧倒的な肯定感と、明日へ進むための原始的なエネルギーが、私の身体のツボを通じてじんわりと満ちてくるのを感じる。

彼らのグレートジャーニーは、決して教科書の中の過去の出来事ではない。その不屈の探求心と生命の灯火は、現代の私たちの中に流れる遺伝子（DNA）として、今も脈々と息づいているのだ。

人類が過酷な旅の果てに見出した　『大地と生命の交差点』、　廿日市・冠遺跡。そこは、私たちが生きる意味を見つめ直し、自らの心のコンパスをリセットするための、最高のトラベルセラピーの舞台ではないだろうか。








吉和地区・民俗資料館にて








冠遺跡の入り口付近








冠遺跡該当ゾーン








グレートジャーニー最終地・南米パタゴニア地方









縄文人の足跡から辿る、サスティナビリティとレジリエンス 
（広島県　・　帝釈峡遺跡群）




寄倉岩陰遺跡（帝釈峡遺跡群）







日本において定着居住型の水田稲作が拡散していくのは弥生時代からである。その前には、狩猟・採集を軸とする縄文時代が1万年以上も継続していた。私は日本における縄文遺跡へのフィールドワークを重ねてきた。青森県の三内丸山遺跡、能登半島の真脇遺跡、長野県の尖石遺跡などなど。

これらの縄文遺跡からは、現代の私たちが忘れがちになっている、『自然との共生』を覚醒させる、素朴であるが奥深い生活の智慧に気づかせてもらった。そんな縄文人の智慧の結晶を、広島県下でも感じることができるゾーンがある。それが、庄原市～神石高原町にある帝釈峡遺跡群である。

ここは、縄文時代の人々が数千年にわたり、自然の懐深くでダイナミックに営んだ「遊動生活」の記憶を今に伝えるタイムカプセルである。点在する岩陰遺跡の数々は、彼らが季節の巡りに合わせてしなやかに大地を移動する、洗練された遊動民であったことを雄弁に物語っている。

春から夏にかけて、人々は帝釈川を遡上する魚を追い、新緑の山林へと入っていった。この時期、渓谷に点在する鍾乳洞や岩陰は、強い日差しや突然の豪雨をしのぐ絶好の「仮の住まい」となったのである。

やがて木々が色づく秋から冬を迎えると、クリやトチノキ、コナラなどの堅果類（ドングリ）を採集するため、ブナ林の広がる広大な山へと活動拠点を移した。帝釈峡遺跡群から出土した大量のシカやイノシシの骨、そしてそれらを解体した精巧な石器類は、山野や森での追跡・捕獲技術が高度なものであった証拠であろう。

彼らの移動は、自然の移ろいに寄り添う行動であった。それは、生態系のサイクルを狂わせない絶妙なタイミングでの移動パターンであったはずである。一つの場所にとどまり続ければ、その土地の資源は尽きてしまう。自然の再生能力を妨げないような移動生活は、究極の「サスティナビリティ（持続可能性）」の原形であったと言えるだろう。

また、帝釈峡遺跡群の岩陰からは、遠く離れた瀬戸内海産のサヌカイトで作られた石器や、遠方の別地域からもたらされた土器片が見つかっている。これは、彼らが山深い渓谷に暮らしながらも、河川や尾根づたいに他の遊動グループと日常的に行き交い、情報や物資、そして交雑を通じた緩やかな血縁関係を交換していたことを示している。

絶え間ない移動と外部との適度な交流は、排他的な境界線を作らず、富の偏在による衝突を避ける社会的な安全弁としても機能していたのだろう。

現代の私たちは、一つの土地に家を建てて、そこに留まることを「安定」と呼びがちだ。しかし、気候変動や大規模な災害が相次ぐ現代において、その「安定」は時として「脆さ」へと変わる。

それに比して、帝釈峡の縄文人たちの日常とは、環境が変化してもそれに抗うのではなく、自らを環境へ最適化させることで生き延びる強靭な精神、すなわち「レジリエンス（適応力・回復力）」を備えていた。

冷涼な岩陰に佇み、往古の縄文生活に想いを馳せると、自然を支配の対象とせず「足るを知る」ことで生きた彼らの豊かでタフな足跡が見えてきそうである。その沈黙の足音は、予測困難な混迷の時代を生きる私たちの背中を、そっと押してくれているはずだ。





仮面の女神（尖石縄文資料館）








土井ケ浜遺跡から辿る、海を超えた遊動民の足跡




頭蓋骨は東アジア方向を向いている







土井ヶ浜遺跡（山口県下関市）は、日本人の起源、とりわけ「渡来系弥生人」の歴史と遊動性を解き明かす上で、極めて重要な鍵を握る聖地である。

青い海と白い砂浜が広がるこの海岸沿いの地は、今から約２０００年以上前、遥かユーラシア大陸や朝鮮半島から波涛を越えてやってきた人々が、安住の地、あるいは拠点として選んだ場所であった。

かつて、日本の歴史は縄文時代から弥生時代へと、地続きに、そして緩やかに移行したと考えられていた。しかし、土井ヶ浜遺跡から発掘された膨大な人骨は、その通説に決定的な変革を迫ることになる。

ここで見つかった弥生人たちの骨格は、背が高く、顔が面長で、彫りが浅い。それは、それまでこの列島に暮らしていた小柄で彫りの深い縄文人とは、明らかに異なる形質を持っていた。彼らこそが、新天地を求めて海を渡ってきた「渡来系弥生人」の生きた証拠そのものであった。

彼らの歴史を紐解くとき、私たちはそこに単なる「定住の始まり」だけでなく、ダイナミックな「遊動性」のグラデーションを見出すことができる。一般に弥生時代といえば、水稲耕作の開始にともなう「定住化」の時代として語られがちである。確かに、大陸から高度な農耕技術をもたらした渡来系の人々は、特定の土地に根を下ろし、共同体を形成していった。

しかし、土井ヶ浜に生きた人々が選んだのは、内陸の肥沃な平野部ではなく、海に面した砂丘の地であった。この立地こそが、彼らが持っていた海の民としての「遊動性」や、大陸・半島との間に維持され続けたネットワークを色濃く反映している。

砂丘に営まれた墓地には、３００体を超える人骨が整然と葬られていた。興味深いのは、彼らの多くが頭を「北西」の方向、すなわち自分たちのルーツである大陸や朝鮮半島の方向に向けて横たえられていたことである。

この埋葬のあり方は、彼らが完全に日本列島と同化したわけではなく、常に海の向こうの故郷を意識し、精神的なつながりを保ち続けていたことを物語る。彼らにとって海は、世界を隔てる障壁ではなく、故郷や他の地域へと開かれた「道」であったのだ。

さらに、土井ヶ浜の人々の骨や副葬品は、彼らが広範囲に移動し、交流していた事実を伝えている。彼らが身につけていたゴホウラ貝などの貝輪は、はるか南島（沖縄など）にしか生息しない貝で作られたものであった。北の玄界灘や朝鮮半島との交易だけでなく、南の海にまで至る開かれた遊動のネットワークが、この砂丘を起点に広がっていたのである。

土井ヶ浜遺跡から浮かび上がるのは、一つの場所に閉じこもる農民の姿ではない。農耕という新たな生活様式を受け入れつつも、DNAに刻まれた「移動する遺伝子」を失わず、自らのルーツである海の向こうと、列島の内外を活発に行き来した渡来人たちのダイナミズムである。

彼らは、定住という安定を選びながらも、遊動という自由なネットワークを維持し続けた。土井ヶ浜の白い砂の下に眠る骨たちは、現代の私たちに対して、日本人のアイデンティティが単一の固定されたものではなく、海を越えた移動と交錯、そして絶え間ない境界の超克によって形作られたものであることを、静かに、しかし力強く語りかけている。

















熟年男女の合同葬









出雲神話で辿る「鉄の道」―古代ヒッタイト帝国から奥出雲へ




鉄の道（アイアンロード）








古代製鉄技法・たたらの炎







島根県の奥出雲地方に一歩足を踏み入れると、どこからか遠い昔日の（ふいごの音）が聞こえてくるような錯覚にとらわれる。ここは、日本古来の「たたら製鉄」が今も息づく神話のふるさとである。

『古事記』や『日本書紀』に記された出雲神話、とりわけスサノオノミコトのヤマタノオロチ退治の物語は、単なるおとぎ話ではない。それは、古代における「鉄」の伝来と、高度な冶金技術を巡る壮大な歴史ドキュメンタリーなのだ。その足跡をたどると、遥か朝鮮半島から中国山地の奥深くまで続く、壮大な「鉄の道」が見えてくる。 

神話の中で、高天原を追放されたスサノオは、最初から出雲の地に降り立ったわけではない。『日本書紀』の一書には、スサノオが息子のイソタケルを率いて、まず新羅（現在の韓国）の「曽尸茂梨（ソシモリ）＝韓国語で（牛頭）」という場所に降臨したと記されている。その後、船に乗って日本海を渡り、出雲国の斐伊川の上流にある「鳥上之峯（現在の船通山）」へとやってきたという。

古代の朝鮮半島南東部は、東アジアでも有数の優れた製鉄技術を誇る地域である。スサノオがソシモリから出雲へ移動したという物語は、まさに半島から日本列島へと最先端の鉄器文化や製鉄技術を携えて渡ってきた、古代の渡来系技術集団の移動軌跡そのものを映し出しているのではないだろうか。

彼らが対馬海流に乗って渡来してきたのが、出雲の海岸だった。スサノオ（渡来系技術集団の象徴）の一行が、出雲の母なる川・斐伊川を遡上したのには、地質学的な必然があった。斐伊川上流域は花崗岩が広く分布しており、風化によって生じた良質な砂鉄が川底に豊富に堆積していた。さらに、製鉄の熱源となる木炭を生み出すための、広大な森林も広がっており、まさに「鉄づくりのパラダイス」が、奥出雲ゾーンには広がっていたのである。 

ここで、あの有名なヤマタノオロチ退治の幕が上がる。八つの頭と尾を持ち、目がほおずきのように赤く、お腹は常に血でただれて赤く光る巨怪物―オロチの姿は、古代の荒ぶる斐伊川の氾濫をイメージさせる。と同時に、たたらの炉から轟音の響きを挙げる巨大な炎と脈々と流れ出る赤く熱い鉄流（ノロ）は、怒るオロチの顔と重なってくる。

スサノオはオロチに強い酒を飲ませて眠らせ退治する。このとき、オロチの尾から太刀―「天叢雲剣（あめのむらくものつるぎ）」が湧き出たという。その物語からは、スサノオ（渡来の技術集団）が暴れ川・斐伊川を治水し、この地で最高峰の鋼である「玉鋼（たまはがね）」の精錬に成功したとも読み解けるのではないだろうか。

鉄を巡る旅路は、朝鮮半島以西にも繋がっている。古代アナトリア半島（現在のトルコ）で興ったヒッタイトの製鉄技術は、ユーラシア大陸を東漸する『アイアンロード（鉄の道）』を通り、紀元前３世紀頃から弥生時代の日本へと伝来している。愛媛大学ミュージアムでは、東アジア古代鉄文化研究センターの村上恭通教授らによる現地発掘調査の展示物が閲覧できる。

このように、鉄を巡る遥かなる旅路は、トルコ東部からスキタイなどの遊牧民族によって、ユーラシア大陸を経て朝鮮半島に至る。そこからは、スサノオという遊動者の神話物語に描写されて中国山地へと辿り着くのである。

スサノオがもたらし、奥出雲の地で開花させた「たたら」の火は、中世、近世を経て現代へと絶やすことなく受け継がれている。 船通山の山頂に立ち、そこから見下ろす斐伊川上流域の風景を眺めるとき、私はいつも『アイアンロード』の起点となった古代ヒッタイト帝国の製鉄文化まで想いの糸を紡いでいる。





神話で辿る女性遊動者の足跡―神功皇后の三韓征伐への旅路




三韓征伐絵図








旭山神社（広島市己斐）







神功皇后（気長足姫尊）を、国家の枠組みに縛られない「日本初の女性遊動者（モビリスト）」として捉え直す視点はきわめて刺激的である。

従来の歴史観において、彼女は三韓征伐を主導した男装の英傑、あるいは応神天皇を宿した聖母として、定住的な国家権力の象徴として語られてきた。しかし、その生涯の軌跡を見つめ直せば、彼女の真の特異性は「境界を越えて移動し続ける」その圧倒的な流動性にこそある。

彼女は筑紫の香椎宮から新羅へと海を渡り、さらに畿内へと引き返すという、当時の常識を遥かに超えるスケールで空間を移動した。

この移動は単なる軍事行動の枠に収まらない。霊的な託宣によって動かされ、既存の共同体の境界を攪乱し、新たな秩序を織りなしていく、まさに「遊動」そのものの体現であった。

定住と農耕、そして男性中心の権力構造が固定化していく古代日本において、神功皇后という存在は、海の彼方と本土、生と死、男装と女身といったあらゆる二項対立をまたぐ越境遊動者であった。

彼女の歩みは、固定化された土地や性別の役割から自由であり続けた、原初的な女性のダイナミズムを現代に伝えている。

その遊動の軌跡は、瀬戸内海から九州、そして半島へと至る海上交通路の要衝に、今も色濃い伝承として刻まれている。岡山県瀬戸内市の牛窓神社には、皇后の遊動者としての象徴的なエピソードが残る。

遠征の途上、この海域で牛鬼怪獣が船を覆そうとした際、住吉明神が白鹿となってこれを退治した。「牛、転（まろ）び」が「牛窓（うしまど）」の地名語源になったという。また、山口県下関市に鎮座する忌宮神社は、遠征の最前線基地となった「豊浦宮」の跡地とされる。

さらに広島城が「鯉城（りじょう＝鯉の城）」と呼ばれる所以にも関係する。広島市南区の旭神社のある岬に皇后が寄港した際、地元の県主（あがたぬし）が大きな「鯉」を献上したところ、皇后が大変喜ばれたという。

この出来事から、この一帯は「己斐（こい）」（かつては鯉村や己斐浦）と呼ばれるようになった。その後、天正１７年（１５８９年）、戦国武将の毛利輝元が新しい城（広島城）を築く際、旭山神社に残る鯉（己斐）の逸話をもとに、広島城を鯉城（りじょう）と呼ぶようになったとも言われている。

４世紀から５世紀にかけての東アジアは、激動の時代であった。大和政権は、百済や伽耶（任那）諸国との同盟関係を維持し、新羅や高句麗と対峙しながら、先進的な鉄資源や文化、技術（渡来人の招聘）を必死に獲得しようとしていた。

当時の大和政権にとって、中国地方の瀬戸内沿岸は極めて重要な拠点であった。神功皇后の「三韓征伐」という神話は、そうした半島への軍事外交交渉の記憶が、一人の偉大な女性遊動者の姿に結晶化したものであると言えるだろう。

境界を越えて遊動する女性は、現世の男性王の手が届かぬ神域や異界（海の向こうの大陸）との通路を開く存在であったのだろう。

神功皇后という神話上の遊動者が、瀬戸内の島々を巡り、玄界灘を渡ったという叙事詩は、大和政権が内国を平定し、海を越えた「国際社会」へと自らのアイデンティティを拡張させていった歴史的ダイナミズムを、今なお雄弁に語り続けている。






風をまとう遊動者たち —中国地方の霊山に刻まれた修験の記憶




三徳山・投げ入れ堂（鳥取県）








忌部修験道行者（徳島県）







定住という安穏から自らの身を引き剥がし、境界なき峻厳な自然へと魂を投じる者たちがいた。修験道の開祖とされる役行者（えんのぎょうじゃ）と、その苛烈な背中を追った山伏たちである。明治５年に発令された「修験道廃止令」の時点において、日本全国には約１７万人もの山伏がいたと記録されている。この数字が示す通り、彼らは決して孤立した特異な存在ではなかった。

しかし同時に、単なる宗教者という枠にも収まらない人々であった。都市や村落が形成する既存の秩序から潔く離脱し、山から山へと境界をまたいで渡り歩く彼らは、まさに「風をまとう遊動者」だった。その動的な生き方は、土地の所有や社会的な身分、安定した肩書に縛られがちな現代の私たちのあり方とは、見事なまでに対極にある。

彼らにとって、移動すること、そして過酷な地形に身を晒すことそのものが、自己の魂を深化させる終わりなき修行であった。修験道の本拠地としては近畿の吉野や大峯山が広く名高いが、これら遊動者たちの足跡は、豊かな山林と険しい岩壁を擁する中国地方の霊山にも深く刻まれている。瀬戸内の穏やかな海から、豪雪地帯としても知られる中国山地へと連なる峰々は、彼らにとって格好の修練の場であった。

広島における修験の象徴といえば、何よりも宮島の弥山（みせん）が挙げられる。弘法大師・空海による開山の歴史があまりにも有名であるが、その背後には、はるか古くから島全体を神体山として仰ぎ、険しい岩壁を駆けた名もなき山伏たちの足跡がある。弥山の山頂付近に点在する巨大な奇岩群は、遊動者たちにとって神仏が降臨する磐座（いわくら）そのものであった。

また、広島県北部・大朝の寒曳山や、岡山県の後山などの地は、鳥取県米子市の伯耆大山や三朝町にある三徳山といった近隣諸国の巨大な霊場へと続く「遊動の道」の重要な中継点でもあった。三徳山の垂直に切り立った断崖絶壁の窪みに、まるで奇跡のように佇む国宝・投入堂（奥院）は、山伏たちが命懸けで目指した究極のコスモス的境界であった。

なぜ彼らは、これほどまで人を拒むような垂直の場所に祈りの場を求めたのだろうか。それは、遊動者にとって山とは遠くから「眺める対象」ではなく、自らの身を投じて「一体化すべき胎内」だったからに他ならない。

頼りない鎖を掴み、滑りやすい岩肌を這い上がりながら、彼らは「六根清浄」を唱える。五感と心を極限状態にまで研ぎ澄ますその歩みは、定住社会が作り上げた欺瞞や雑音をすべて削ぎ落とし、むき出しの生命へと回帰するプロセスであった。

山伏の遊動人生は、絶えざる自己革新の旅だ。一つの霊場に安住することなく、宮島の弥山から厳冬の中国山地、そして三徳山へと、彼らは風のように移動を続けた。その動的な生き方は、不確実な現代を生きる私たちに、今なお強い示唆を与え続けている。

中国地方の険しい峰々に響き渡る法螺貝の音は、時代を超えて私たちの魂を揺さぶり、今もこう問いかけている。「お前は、自らの意志で歩んでいるか」と。

定住という安息を捨て、移動の中で己の人生を深め続けた山伏たちの思想は、今もなお、緑深い中国山地の岩肌と、瀬戸内の潮風の中に静かに、しかし力強く息づいている。






日本ユダヤ同祖論ー渡来系秦氏一族の旅路




日本ユダヤ同祖論を唱えた佐伯博士







古代の日本列島に波濤を越えて押し寄せた渡来人。そのなかでも抜きん出た技術力と組織力で歴史に巨大な足跡を残したのが秦氏（はたうじ）である。

彼らは単に日本へ定住した農民ではなく、ユーラシア大陸の東西を結ぶネットワークを往来した「遊動する民」であった。最先端の知性と精神性を携え、未だ混沌としていた古代日本を劇的に変革していく原動力となったのである。

秦氏の出自をめぐっては壮大なロマンが語られてきた。その代表格が「日ユ同祖論」である。この論を唱えたのは、景教（ネストリウス派キリスト教）学者でもあり、西洋古典学の研究・教育で大きな業績を残した佐伯好郎博士である。

戦後は故郷である広島県廿日市に戻り、なんと廿日市町長に就任し、原爆の被害からの復興を指導したことでも知られている。

佐伯博士によると、秦氏の祖とされる弓月君（ゆづきのきみ）が率いた民は、中央アジアを経由してきたキリスト教景教徒、あるいはイスラエルの失われた十氏族の末裔ではないかという説である。

京都の太秦にある「大辟（おおさけ）神社」の「大辟」がダビデを意味することや、秦氏の氏神である伏見稲荷大社の祭礼がユダヤの儀礼に酷似している点など、共通項は多いらしい。定住の枠に収まらない広範な移動性は、まさにシルクロードを往来した遊動の民の系譜を感じさせる。

五世紀以降、本格的に展開した秦氏は、圧倒的なテクノロジーでヤマト王権の経済基盤を一変させた。彼らがもたらした養蚕や機織りの技術は衣服の革命を呼び起こし、「衣（はた）」の語源になったとも言われる。

さらに山城国を拠点に大規模な土木治水事業を成功させ、荒野を肥沃な穀倉地帯へと変貌させた。聖徳太子の側近・秦河勝のように、彼らは宗教、芸術、財政の面から国家のグランドデザインを描くブレーンとなった。土地を俯瞰し自然を改造する遊動民的なマクロの視点が、中央集権国家の土台を築いたのである。

こうした秦氏の足跡は畿内に限られたものではない。古代において畿内に匹敵する巨大な勢力を誇った吉備国、すなわち現在の岡山県にも、彼らの遊動と開拓の息吹が色濃く残されている。

岡山県総社市には、今も「秦（はだ）」という地名が残る。この地は、秦氏が吉備に根を下ろし技術を発揮した拠点であった。

高梁川の東岸に位置するこの一帯では、秦氏が伝えた養蚕や機織りが盛んに行われ、豊かな富が生み出された。「秦廃寺跡」は白鳳時代に建立された吉備最古級の寺院跡であり、彼らが中央の最先端文化をいかに早くこの地に導入したかを物語る。周辺の古墳群からも、彼らが吉備の支配階層と深く結びつき、地方の政治経済をも動かしていたことが窺える。

また、吉備津神社に伝わる鳴釜神事や鉄を巡る伝承は、秦氏が特異とした冶金技術や呪術的な精神世界と無縁ではない。彼らは列島を縦横無尽に移動しながら、吉備の荒地を豊かな先進地へとつくり変えていったのだろう。

定住という静的な歴史観を揺るがす秦氏の遊動的ダイナミズムを振り返るとき、私たちは古代日本が世界のうねりと直結した、果てしない可能性に満ちた新天地であったことを思い知らされるのである。





秦廃寺跡（屋根瓦に注目）









越境する知の遊動者―知の革新者・吉備真備の旅路




吉備真備の絵図







奈良時代の平城京において、地方豪族の出身でありながら右大臣にまで登り詰めた吉備真備（きびのまきび）の生涯は、一所に留まらぬ「遊動者」のそれであった。

彼は単なる官僚や学者ではない。海を越え、異界の知を統べ、この国の精神世界の土台を築き上げた、境界なき越境者だった。真備の遊動性を象徴するのが、命懸けの「二度の遣唐使」である。

霊亀二（７１６）年、若き留学生として一度目の渡海を果たした彼は、１８年もの長きにわたり唐の先進文化を吸収した。儒学や天文学、兵法から囲碁に至るまで、その博識ぶりは唐朝をも驚嘆させたという。

さらに天平勝宝四（７５２）年には副使としてニ度目の入唐を果たす。この度重なる往還のなかで、彼は大陸の最高峰の知性を日本へと運び込み、ただの知識の輸入にとどまらない、日本独自の知の革新を引き起こした。

後世、真備のこの驚異的な博識と「知の移動力」は、中世の『吉備大臣入唐絵巻』において奇想天外な「飛行伝説」へと昇華される。絵巻の中の真備は、唐の術士によって高楼に閉じ込められ、難解な試験や暗殺の危機に晒される。

しかし、彼は鬼となった阿倍仲麻呂の霊の助けを借り、飛行の術を体得して空中を自在に飛び回り、唐側の刺客を翻弄する。さらには蜘蛛の動きを見て文字を解読し、天を操って日月を封じ込めるなど、超人的な妖術使いとして描かれる。

この「空を飛ぶ」というユニークな伝説は、当時の人々にとって真備の「遊動性」がどれほど異次元のものに映ったかを物語っている。

交通の限られた時代において、荒海を越えて世界最高峰の帝国を往復し、未知の知識を持ち帰る真備の姿は、まさに鳥のごとく国境も空間も飛び越える超能者そのものであった。彼の飛行は、物理的な移動に留まらず、生者と死者（仲麻呂の霊）、日常と異界、そして人間と神怪の境界を融通無碍に行き来する精神の遊動の現れだった。

また、彼の知の革新は、「陰陽道」へも多大な影響を与えた。真備が持ち帰った天文学や暦法、方位学の聖典は、後の陰陽道の学術的・呪術的な骨組みとなった。平安時代の安倍晴明に繋がる秘伝の系譜も、その源流を辿れば真備の持ち帰った知に突き当たる。『吉備大臣入唐絵巻』で真備が超人的な妖術使いとして描かれるのも、彼が当時の人々にとって「異界の異能を操る媒介者」として映っていた証左に他ならない。

現在の倉敷市真備町周辺には、彼の墓碑とされる吉備大臣廟や、唐を望むように建てられた吉備真備公園がある。隣接する矢掛町には、真備が唐から持ち帰った囲碁の技に因む「館址（やかたあと）」や琴弾岩など、彼の息遣いを今に伝える所縁の地が点在している。

奈良の藤原京周辺にての誕生説などもあるが、出身一族の郷里である真備町にとっては、「遊動する知の巨人」として崇められているのであろう。

吉備という豊かな地方の土壌から生み出され、唐という超大国を泳ぎ、神仏と陰陽の境界を越えて遊動し続けた吉備真備。彼の歩んだ足跡は、今も吉備の里に静かに息づきながら、越境を恐れぬ遊動者のロマンを私たちに語りかけている。





吉備真備の墓伝説の地（岡山県）









天竺からの渡来僧の旅路―遊動する修行僧・法道仙人




高楠順次郎博士







播磨の山々を歩くと、一つの特異な名に幾度も遭遇する。法道仙人。奈良時代、天竺（インド）から紫の雲に乗って飛来したとされる伝説の僧である。

神通力を操り、鉢を飛ばして時の権力者から供物を求めたという「飛鉢伝説」で知られ、兵庫県の六甲山地や中播磨の山岳地帯には、彼が開基となったと伝わる古刹が驚くほど密集している。一見すると、これらは民間の伽藍縁起に特有の荒唐無稽な神話に思える。

しかし、この仙人の実像を「遊動する修行者」として捉え直したとき、伝説の裏に隠された古代史の伏流が浮かび上がってくる。

大正から昭和にかけて日本の仏教学を牽引した広島県御調郡（現・三原市）出身の世界的学者・高楠順次郎。彼はその膨大な知識から、法道仙人の存在を単なる幻影とは見なさなかった。高楠は、古代日本における渡来僧の役割を重視し、法道がもたらしたとされる「牛頭天王（ごずてんのう）」の信仰や医術の系譜に注目した。

高楠説の根底にあるのは、当時の最先端科学であったインド・大陸の医術や土木技術が、中央の公式ルートだけでなく、山林を跋扈する「遊動の徒」によって地方へもたらされたという視座である。

法道が飛ばしたという「鉢」は、奇跡の道具ではなく、文字通り乞食（こつじき）をしながら各地に先進技術を伝播させた遊動性の象徴に他ならない。

法道の足跡は、播磨の地にとどまらない。その遊動の軌跡は、中国山地を越えて安芸や備後、すなわち現在の広島県域へと確実に伸びている。例えば、広島県三原市の瀬戸内沿いにある鉢ヶ峰。標高は約４３０ｍで、瀬戸内海を望む見晴らしの良い山である。

周辺の山々と合わせて「みはらし連山」とも呼ばれている。頂上の南側にはかつて観音寺があり、法道仙人から法を受け継いだ上人が住んでいたと伝えられている。海を通る船に鉄鉢（てっぱち：お坊さんが持つ器）を飛ばして米の喜捨を求めたという「飛鉢伝説」が残っている。

また、広島市西区己斐上にある教順寺 （滝の観音）は、古くから霊地とされる「滝ケ迫」にある寺院である。この寺院の本尊である念仏仏が「法道仙人の作」と伝えられており、地域における法道仙人信仰のゆかりの地ともなっている。その他にも、古代から山岳信仰の場であり、法道仙人が因島で最初期に開山したと伝えられている白滝山（標高２２６ｍ）もある。

当時の中国地方は、出雲と大和を結ぶ交通の要衝であり、同時に未開の鉱山資源が眠る山岳地帯が展開していた。法道のような遊動の修行者たちが求めたのは、国家が管理する壮麗な都の寺院ではない。

俗世の法が及ばない峻険な山嶺であり、そこにある岩壁や巨樹であった。彼らは自然の霊力を身体に取り込みながら、行く先々で病を患う民を救い、治水や鉱山開発の知恵を授けた。定住せぬその姿が、当時の人々には「雲に乗って空を飛ぶ仙人」として記憶されたのだろう。

高楠順次郎が故郷・広島の熱気を感じながら見つめた仏教の歴史。それは、経典の文字に閉じ込められた思想ではなく、法道のように大地を文字通り「遊動」した人間たちのダイナミズムであった。１３００年の時を超え、中国地方の山々に今も残る法道の面影は、私たちが忘れてしまった「遊動する精神」の豊かさを、静かに物語っている。





白滝山山頂から（広島県）









漂泊の旅人・西行――遊動の精神がたどった中国地方の空




西行・遊行の図







平安末期という激動の時代、ひとつの場所に留まることを拒み、生涯を旅の空に過ごした歌人がいる。西行である。

世俗の栄華や武士としての前途を投げ打ち、彼が選び取ったのは、ただ自然と向き合い、歌を詠み、歩き続けるという「遊動」の生き方であった。西行にとっての漂泊は、日常からの逃避ではない。それは、自己を縛るあらゆる制度や定住の思想から脱却し、世界の真の姿を見つめ直すための、果てなき精神の巡礼であった。

西行、本名・佐藤義清は、鳥羽上皇に仕えるエリート武士「北面の武士」として将来を嘱望された身であった。しかし二十三歳で出家を遂げる。その動機には諸説あるが、確かなのは、彼が固定された身分や権力闘争の世界に背を向け、絶え間なく変化する自然のただ中へと身を投じたことだ。

出家後の彼は、高野山や吉野を拠点としつつも、みちのくへ二度も遠い旅を試みるなど、常に足跡を動かし続けた。彼を突き動かしていたのは、一所に定住することで生じる執着を断ち切り、常に自己を「旅人」という過渡的な状態に置き続けるという、徹底した遊動の意志であった。

こうした西行の遊動の足跡は、東国や畿内のみにとどまらず、西国、なかんずく中国地方の地にも深く刻まれている。彼は保元・平治の乱による都の荒廃を逃れるように、山陽道を西へと下った。なかでも彼の心を捉えたのが、安芸の宮島、すなわち厳島神社への参詣である。

西行が宮島を訪れたのは、平清盛が一門の栄華を極めつつあった時代のことである。当時の瀬戸内海は、交通の要衝であると同時に、多くの旅人や遊女、職能民が行き交う、まさに遊動の空間そのものであった。

西行は船を乗り継ぎ、沿岸の港に寄り道しながら、宮島を目指したとされる。宮島の荘厳な鳥居が海に浮かぶ姿、そして満ち引きする潮の営みに、西行は諸行無常の理と、尽きない自然の美を重ね合わせた。

厳島で詠まれたとされる歌からは、人工の壮麗さと、それを包み込む海の雄大さに対する、遊動の者ならではの鋭い感性がうかがえる。また、西行の生き方に強く憧れ、出家後に彼の足跡を慕って諸国を行脚した女性尼・後深草院二条（ごふかくさいんのにじょう）は、旅の途中で備後の鞆（現在の鞆の浦）に立ち寄っている。

鞆の浦は、古来より「潮待ちの港」として知られ、瀬戸内の東西の潮流がぶつかり合う要衝である。二条尼はこの地で船を止め、潮の流れが変わるのをじっと待ったのだろう。彼女は海を見ながら、境界の定まらない世界を移動し、ただ自然の呼吸に身を委ねて遊動した西行の姿に想いを馳せていたに違いない。

西行にとって旅とは、行く先々で出会う風景や人々、そこで紡がれる孤独な自己自身との対話の連続であった。彼は桜や月を愛したが、それらはすべて「移ろいゆくもの」の象徴であった。定住者は土地にしがみつき不変を求めるが、遊動の者は変化を受け入れ、むしろその変化の瞬間にこそ永遠の価値を見出す。

西行の歌が千年の時を超えて今なお心を揺さぶるのは、私たちが日々の営みの中で忘れてしまいがちな、根源的な「生の流動性」を、彼の言葉が鮮やかに体現しているからである。





現代の宮島（広島県）









後醍醐天皇の足跡から、定住せぬ帝王の遊動人生を辿る




後醍醐天皇絵図







後醍醐天皇の生涯を振り返るとき、浮かび上がるのは「定住せぬ帝王」という異形の姿である。伝統的な天皇観が京都の紫宸殿に根を下ろした静的な存在であるならば、彼はその対極にいた。

京都、隠岐、吉野へと、激動の政争の中で中世の日本列島を泥臭く遊動し続けた。この「遊動する天皇」という側面こそが、後醍醐の本質であった。

最初の移動は元弘の乱の挫折による。鎌倉幕府に捕らえられた彼は１３３２年、隠岐の島へと流される。

通常の流人であれば絶望し、都への帰還をただ祈るだけだが、後醍醐にとって隠岐は反撃のための「一時的な陣地」に過ぎなかった。

彼の遊動者としての凄味が発揮されたのが、１３３３年の隠岐脱出劇である。監視の目を盗み密かに島を抜け出した彼は、荒波渦巻く日本海へと船を出す。

最高権力者が自ら泥にまみれ、決死の密航を企てる大胆不敵な行動力。この逃亡劇を支えたのは、隠岐の向こう岸で待つ地元の「悪党」たちとの深い繋がりであった。

中世における「悪党」とは、既存の支配に反旗を翻し、流通や海上交通を握って実力をつけた新興武士層や海の民のことである。

後醍醐が伯耆国（現在の鳥取県）の名和港に漂着したとき、彼を迎え入れたのが、海の遊動者であった悪党の首領・名和長年であった。

権威に縛られない悪党のエネルギーと、京都を飛び越えようとする後醍醐の遊動性がここでシンクロする。

名和氏に奉じられた後醍醐は、険峻な山岳城郭・船上山に拠点を構えた。これこそが、彼の「動く宮廷」の本領発揮であった。

本来、天皇の権威は京都の内裏と不可分である。しかし後醍醐は険しい崖山に仮の内裏を置き、海の悪党や山の武士たちを直属の軍隊へと組織化していった。

山頂から流通ルートと悪党の人脈を駆使して天下を動かす。このダイナミックな動線は、彼が境界や固定観念を軽々と飛び越える、強靭な身体性と意志を持った遊動者であったことを証明している。

この一大ゲリラ戦に呼応して足利尊氏や新田義貞が動き、鎌倉幕府は崩壊へと向かった。だが、京都へ戻り建武の新政を開始したのも束の間、絶対的な権力への執着はすぐに新たな摩擦を生む。

足利尊氏との決裂により、彼は１３３６年、再び京を追われる。次に目指したのは、悪党や山伏たちのネットワークが息づく吉野の峻険な山々であった。

京都という権力の中心の再喪失は、通常の天皇であれば政治的生命の終わりを意味する。だが、隠岐や船上山を経て「土地に縛られない王」へと完全に脱皮していた後醍醐は違った。

彼は吉野の山中に南朝を打ち立て、そこを次なる遊動の拠点とした。吉野の苔むした山肌、立ち込める霧、そして荒々しい山伏たち。それらはすべて、変幻自在に動く彼の権力のパーツとなった。

都を失ってもなお天皇であり続けられたのは、彼自身が悪党のネットワークに溶け込む「遊動する象徴」そのものであったからだ。

後醍醐天皇は崩御の瞬間まで京都の北の空を睨み、執念を燃やし続けたという。彼の生涯は一見、敗北の歴史に見えるかもしれない。

しかしその足跡は、土地や伝統の呪縛から解放された、中世で最もダイナミックな「遊動する権力者」であったことを物語る。

国家の最高権力者でありながら境界をまたぎ、海を渡り、地の底を這う悪党たちと手を取り合って山河を駆け巡った遊動の軌跡。それこそが、後醍醐天皇という人間の凄味なのである。





後醍醐天皇の腰掛岩（島根県隠岐・知夫里島）









漂泊の果てに灯る念仏――遊動の行者、一遍の人生遍歴




一遍図








生誕地・宝厳寺（愛媛県松山市）







ひとつの場所にとどまることは、ときに魂を安住させ、ときにその牙を奪う。鎌倉時代という激動の世を、ただひたすらに歩き、踊り、そして死んでいった男がいた。

時宗の開祖であり、「捨聖（すてひじり）」と呼ばれた一遍上人である。彼の生涯を突き動かしていたのは、一処に定住することを拒み、山河を巡り続ける「遊動」の精神そのものであった。そして、その漂泊の情熱が育まれ、歓喜の渦を巻き起こした重要な舞台が、彼の故郷を含む中四国地方の地であった。

一遍、幼名を松寿丸（しょうじゅまる）という。延応元年（１２３９年）、彼は伊予国（現在の愛媛県松山市）道後の有力豪族・河野氏の血を引く家に生まれた。かつて瀬戸内を統べた武士の末裔という輝かしい出自でありながら、１０歳で母を亡くしたことを機に仏門に入る。

九州での峻烈な修行を経て、一度は父の死により故郷へ戻り、半僧半俗の生活を送るという混迷の時期もあった。しかし、一族の凄惨な所領争いに巻き込まれたことで、現世の無常を骨の髄まで思い知らされる。この世に執着すべきものなど何一つない。その烈烈たる覚悟が、彼を再び出家へと向かわせた。

再出家を果たした一遍が、自己の信仰を研ぎ澄ますために選んだのは、やはり生まれ故郷である伊予の地であった。彼は信濃の善光寺に参籠した後、伊予の窪寺（松山市窪野町）の草庵に隠棲し、３年間にわたる猛烈な念仏三昧の修行に入る。

さらにその足は、四国霊場の聖地でもある峻険な菅生（すごう）の岩屋（久万高原町の岩屋寺）へと向かった。切り立った巨岩が連なり、現世と来世の境界を思わせるその寂寞たる岩窟で、一遍は己の衣服や田園、舎宅、すべての所有欲を削ぎ落とし、世を捨てる決定的な祈りを捧げた。中四国の峻厳な自然と孤独が、一遍の中に「すべてを捨てる」という強靭な骨格を作り上げたのである。

文永１１年（１２７４年）、一切の執着を捨て去った一遍は、ついに果てしのない遊行（ゆぎょう）の旅へと踏み出す。紀伊の熊野権現に参籠した際、彼は「信不信を問わず、浄不浄を嫌わず、ただ南無阿弥陀仏の札を配れ」という決定的な神託を得る。

救いは人間の信心の有無にあるのではない。南無阿弥陀仏という名号そのものに宿っているのだ。この悟りを得た一遍は、念仏が書かれたお札を人々に手渡す「賦算（ふさん）」の行者として、本格的に全国を回るようになる。

その遊動の足跡は、再び瀬戸内、中四国地方へと還ってきた。弘安元年（１２７８年）、一遍の一行は安芸国（広島県）の厳島神社へと渡る。古くから海上の守護神として、また平家をはじめとする武士の尊崇を集めた厳島の美しき島影を眺めながら、一遍は神仏習合の信仰の中で念仏の種をまいた。

さらに同年の冬、彼の遊行を語る上で欠かせない劇的な光景が、備前国（岡山県瀬戸内市）の「福岡の市」で繰り広げられる。国宝『一遍聖絵』にも生き生きと描かれているこの大市場は、物資と人間が激しく交差する欲望と活気の中心地であった。

一遍はその雑踏の中に身を投じた。着飾った商人も、汗まみれの労働者も、地べたを這う病人や貧者も、すべてを等しく包み込むようにして一遍は念仏を唱え、お札を配った。やがてその熱狂は、人々が手を取り合ってステップを踏み、狂おしく踊り狂う「踊り念仏」へと昇華していく。

市場という俗世の最たる場所が、一遍の手によって、現世に現れた阿弥陀の浄土へと一瞬にして変貌した瞬間であった。備前福岡でのこの出来事は、彼の遊行がたどり着いたひとつの到達点でもあった。

一遍にとって、遊動とは単なる移動ではない。一箇所にとどまることは、組織を生み、富を生み、やがて執着を生む。それらを徹底的に忌避した彼は、弟子たちにも寺を持つことを禁じ、ただ移動する集団である「時衆（じしゅう）」として歩き続けることを求めた。

正応２年（１２８９年）、瀬戸内を巡り歩いた漂泊の旅路は、摂津国兵庫（兵庫県神戸市）の観音堂（現在の真光寺）で終焉を迎える。５１歳の若さであった。死の間際、一遍は自らが旅の途中で書き留めた多くの書物を、「釈尊一代の教えは南無阿弥陀仏に尽きる」と言い放ち、自らの手で全て焼き捨てた。文字すらも、彼にとっては最後に捨てるべき執着に過ぎなかった。

衣服、家、名誉、そして最後には自らの言葉までをも捨て尽くし、ただ一陣の風のようにこの世界を駆け抜けた一遍。その生涯の根底にあったのは、所有を拒み、移動し続けることでしか得られない絶対的な自由と救済であった。

中四国の険しい山々で孤独を凝視し、瀬戸内の賑やかな市場で衆生と狂喜乱舞した彼の足跡は、今もその大地に、目に見えぬ念仏の響きとして深く刻まれている。






聖フランシスコ・ザビエルの足跡から辿る、遊動する信仰心の旅路




ザビエル記念聖堂内展示（山口市）








ザビエル記念公園にある記念塔







フランシスコ・ザビエルという男の生涯を眺めるとき、歴史的な伝導者であるとともに、激動の大航海時代を自らの足で駆け抜けた、希代の旅人としての姿が浮かび上がる。

故郷ナバラ王国（現在のスペイン北部）を離れて以来、彼の足跡はパリ、ローマ、リスボン、インドのゴア、マラッカ、そして極東の日本へと果てしなく延びていった。定住の安住を拒み、常にまだ見ぬ地へと魂を突き動かされたザビエルの生涯は、まさに「遊動」そのものであった。

天文１８年（１５４９年）、鹿児島に上陸したザビエルが、日本の地でさらなる遊動の旅を続ける中で、深く関わることになったのが周防（山口県）と豊後（大分県）の二つの地である。

ザビエルが京都での天皇謁見に失敗し、失意のなかにあった彼を温かく迎えたのが、西の京と呼ばれ、大内文化が花開いていた周防の国・山口であった。

ザビエルが山口で拠点としたのが、廃寺となっていた「大道寺（だいどうじ）」である。当時の山口の人々は、見慣れぬ碧眼の異国人に好奇の目を向け、時には激しい論争を挑んだ。

ザビエルにとって山口は、知的な格闘の場であり、自らの信仰が東洋の高度な文明と初めて本格的に衝突し、そして融和した記念碑的な地となったのである。現在、山口市にはその絆を記念して山口サビエル記念聖堂が建てられ、大道寺跡はサビエル公園となっている。

しかし、遊動者の足がひとつの場所に長く留まることはない。大内氏の内紛の兆しを察知したザビエルは、次なる地、豊後（大分県）の大友宗麟のもとへと旅立つ。

当時の豊後は、若き智将・宗麟の統治下で、海外貿易に開かれた活気ある港町であった。ザビエルは、宗麟という強力な理解者を得たことで、短い滞在期間ながらも強烈な足跡を残すことになる。

ザビエルの遊動の本質は、単なる地理的な移動にとどまらない。それは、自己の価値観を常に揺さぶり、他者と出会うことで自らを更新し続ける精神の運動であった。

彼は日本の人々を「これまでに発見された国民の中で最も優れており、異教徒の間でこれ以上の国民は見出せない」と最大級の賛辞を送っている。ヨーロッパの傲慢さを捨て、日本の文化や言語を熱心に学び、自らを日本の風土に適応させようとした姿勢こそ、真の遊動者が持つ柔軟性であった。

日本滞在はわずか二年余り。ザビエルは、さらに巨大な未知なる国・中国への宣教を志し、再び海へと身を投じた。しかし、その夢の途上、広東沖の上川島で病に倒れ、４６年の生涯を閉じる。

ザビエルの生涯における総移動距離は、約１０万キロメートル（地球を２周以上する距離）と言われている。

１６世紀という、現代のような高速な交通手段がない大航海時代において、この距離を移動したことは驚異的であり、キリスト教の歴史において「宣教の巨人」と呼ばれる所以となっている。






亀の背で波濤に揺れる旅路―浦島太郎にみる人生の遊動




まるで竜宮城のようである（荘内半島・香川県）







日本の昔話をひもとくとき、私たちはそこに、あまりにも多くの「旅立つ者たち」の姿を見出すことになる。桃太郎は川から流れてきた桃という「異界の器」から生まれ、やがて異郷の島へと船を出す。

一寸法師は椀の舟に箸の櫂を携え、淀川を遡って京の都を目指す。かぐや姫のように月という究極の彼方へと去っていく者もいれば、浦島太郎のように亀の背に揺られて常世の国・竜宮城へと誘われる者もいる。

これらの物語において、旅とは単なる物理的な空間の移動ではない。それは、自己の内面に深く潜り込み、傷つき、引き裂かれそうになる登場人物たちの　「心情」　をすくい上げ、魂を再構築するための、癒しの旅路そのものである。

日本の古きおとぎ話『浦島太郎』は、単なる因果応報や時間喪失の怪異譚ではない。それは、安定した日常から未知の深淵へと漕ぎ出し、再び戻る、終わりなき人生の旅路を象徴する壮大な物語なのである。

浦島太郎の旅は、日常の境界線を越えるところから始まる。彼が浜辺で子供たちにいじめられていた亀を助けた行為は、単なる憐れみというよりも、異界への切符を手にする運命的な契機であった。

亀の背に乗り、見慣れた陸地が遠ざかっていくとき、太郎はそれまでの「漁師」という社会的役割や、村の因習、土地への縛り付けから解放される。海という、常に流動し形を変える不定形の空間へ身を投じること。これこそが、私たちの人生における「新たな挑戦」や「未知の世界への転身」そのものである。

たどり着いた竜宮城は、歓楽と永遠の若さに満ちた桃源郷であった。そこでの暮らしは甘美であり、時間の感覚を麻痺させる。人生における成功の絶頂期や、居心地のよいモラトリアムの期間がこれに該当するだろう。

しかし、定住の誘惑を振り切り、太郎は再び故郷へと戻る決意をする。なぜなら、どれほど華やかであっても、他者の用意した楽園にとどまり続けることは、自らの意志で歩む遊動の旅を停止させることを意味するからだ。人は、一つの場所に安住しすぎると、自らの生の実感を失い始める。

だが、帰還した太郎を待っていたのは、数百年という時間が経過し、知る者もいない荒涼とした故郷の姿であった。この「浦島効果」と呼ばれる時間的断絶は、私たちが激しい変化の世界（遊動の旅）から、かつていた場所に戻ろうとしたときに覚える強烈な違和感と重なる。

故郷を離れ、異なる価値観に触れて戻ってきた旅人は、もはや過去のコミュニティにそのまま適応することはできない。かつての「日常」はすでに失われ、自分自身もまた、内面的に変貌を遂げてしまっているからである。

絶望のなかで開けられた玉手箱から立ち上る白い煙は、太郎を一瞬にして老人に変える。これは残酷な結末に見えるが、見方を変えれば、引き延ばされていた時間（あるいはモラトリアム）の終わりであり、人間としての絶対的な現実の受容である。

私たちは旅の果てに、必ず老いと孤独、そして自らの限界に直面する。浦島太郎の物語が今なお人々の心を揺さぶるのは、それが「境界を越えて移動し続ける者」の宿命を描いているからだ。




浦島太郎の墓伝説地（香川県荘内半島）









さすらう筆、定まらぬ水―遊動の芸術家・雪舟の生涯と足跡




医光寺の庭







一本の筆とともに、ただひたすらに境界をまたぎ、移動を続けた男がいた。室町時代を駆け抜けた画僧、雪舟等楊である。

私たちは彼を「水墨画の大成者」という固定された額縁の中に閉じ込めがちだが、その本質は、一処に留まることを拒み続けた「遊動の芸術家」であった。彼の足跡をたどると、芸術とは定住の安息からではなく、移動の摩擦から生まれるものであると気づかされる。

雪舟の旅は、現在の岡山県総社市にあたる備中国に始まった。少年期に涙でネズミの絵を描いたという宝福寺の逸話は、彼が早くから既成の枠に収まらない表現衝動を抱えていたことを物語る。京の相国寺で禅と言芸の最高峰に触れた彼は、エリートコースの真ん中にいた。

しかし、応仁の乱の足音が近づく京都の息苦しさは、彼を留まらせなかった。雪舟は自らの意思で京を捨て、大内氏が独自の東アジア交易圏を築いていた周防国、現在の山口県へと向かう。

山口において、雪舟は香山麓に「雲谷庵」を結んだ。ここは彼の創作の拠点であり、遊動への跳躍台であった。大内氏の遣明船に乗り込み、東シナ海を渡った雪舟は、北京へと至る大運河の旅で世界を塗り替える。

「中国の自然そのものが我が師である」と悟った彼は、帰国後、再び雲谷庵へと戻った。しかし、彼はここに安住しなかった。大内氏の庇護を受けつつも、雲谷庵を起点に、彼は中国地方の津々浦々へと足を伸ばしていく。彼にとっての庵とは、定住のための家ではなく、次の旅へ備えるための通過点に過ぎなかった。

その遊動の足跡は、中国山地を越えて山陰の石見国、現在の島根県益田市へと向かう。益田を治めていた益田兼堯に招かれた雪舟は、この地で「医光寺」や「万福寺」の庭園を手がけた。特に医光寺の庭園は、雪舟の遊動の記憶が凝縮された空間である。

崇高な石組みと、数々の名山を彷彿とさせる山水の見立て。それは、彼が大陸の旅で目にした中国の巨石や、山口の四季の風景を、自らの手で再構築した「歩く芸術」の結晶であった。庭園を造るという行為もまた、彼にとっては大自然を移動しながら観察した記憶の表出にほかならなかった。

雪舟はさらに、出雲や遠く出羽国まで旅を続けたとされる。彼を突き動かしていたのは、一万里の道を旅して自然の真髄を写し取るという、大陸の文人たちの思想であった。遍歴の果てに結実したのが、晩年の傑作『山水長巻』や『天橋立図』である。

視点を移動させながら風景を繋ぎ合わせていくその画面は、まさに彼自身の人生の縮図であり、移動する肉体が生み出した視覚の軌跡そのものであった。

雪舟の生涯は、旅そのものが芸術であり、芸術そのものが旅であった。雲谷庵で構想を練り、医光寺の土をいじり、中国地方の山河をただ一人の旅人として歩き続けた。

定住の安心を捨て、常に移動の途上に身を置くことで、彼の筆は乾くことなく、瑞々しい生命力を宿し続けた。雪舟という稀代の芸術家は、流れ続ける水のように生きて描き、今なお私たちの心を揺さぶり続けている。





沈堕の滝（雪舟が描いた『鎮田瀑図』でもある）・大分県豊後大野市









越境する白脚半――『高野聖』にみる遊動の精神と山陰山陽の地脈




泉鏡花







泉鏡花が明治３３年に発表した『高野聖』は、一見すると深山幽谷を舞台にした怪奇幻想譚である。しかし、主人公の僧・宗朝が辿った足跡を注視するとき、この物語は「遊動の民」の精神を宿した、壮大な移動の叙事詩としての側面を現す。

定住の安寧を捨て、自らの足のみを頼りに境界を跨ぎ続ける巡礼の姿は、かつて日本列島の山野を網の目のように行き交った漂泊の民の記憶と深く響き合っている。

作中において、宗朝の旅の始発点として語られるのが敦賀であり、彼が目指したのが親鸞聖人の古跡、そして近江の地であった。しかし、高野聖という存在の本質をより深く炙り出すのは、旅の途上で回想される、彼がかつて歩んだ「中国・四国地方」の地脈である。

宗朝はかつて飛騨の山中に入る前、山陰山陽の諸国を遍歴していた。小説内では、讃岐の金刀比羅宮、備前の田の口、そして安芸の宮島といった具体的な地名が、彼の口から語られる。

これらは単なる旅情の記録ではない。四国の金刀比羅宮は古くから航海や移動の神として信仰を集め、瀬戸内海の海上交通を支える遊動の民の結節点であった。

備前の田の口はその金刀比羅参りの主要な港町であり、さらに安芸の宮島は厳島神社を擁する海の聖地である。つまり、宗朝の行動履歴は、陸の道だけでなく、瀬戸内の「水の高速道路」を往来する漂泊のエネルギーに満ちている。

高野聖とは、高野山を本拠地としながらも、定住を拒み、勧進や信徒獲得のために全国の諸国を遊行する「歩く宗教者」であった。

彼らはしばしば山伏や民間の芸能者、あるいは巡礼者と同様に、定住社会からは「マレビト」や「境界の民」として畏怖され、同時に疎まれた存在である。鏡花は宗朝という造型を通じ、こうした中世以来の遊動のDNAを、近代という定住化が進む時代に再び召喚しようとしたのではないか。

物語の核心である飛騨の天生峠での怪異―女の妖術によって男たちが獣に変えられる悪夢のような空間は、まさに遊動の民が立ち入る「山の他界」そのものである。

宗朝はその魔界に囚われそうになりながらも、ただひたすらに歩くこと、すなわち遊動を継続することによって自己を保ち、現世へと帰還する。彼にとって移動とは、生を実感し、己の信仰を研ぎ澄ますための唯一の手段であった。

中国・四国地方の、海と山が複雑に入り組む地形は、古来より多くの漂泊の徒を育み、また受け入れてきた。宗朝がその地を巡ったという設定は、彼が単なる一介の求道者ではなく、列島の周縁に生きる遊動の民の正統な後継者であることを証明している。

鏡花が描いた『高野聖』の魅力は、怪異の恐ろしさもさることながら、一歩一歩、泥を噛み、峠を越えていく宗朝の「歩行の律動」にある。

定住という檻に縛られがちな現代の私たちに対し、白脚半を翻して境界を越え続けた高野聖の姿は、移動することの根源的な自由と、その先にある他界の気配を、今なお鮮烈に伝えている。





「高野聖」の女の妖術絵図









拠るべき処を持たぬ自由―遊動する文化人としての良寛












日本の仏教史や文学史において、良寛ほど「無一物」の境地を体現した人物はいない。一般に彼は、越後の雪深い地で子供たちと手まりをつき、詩歌に興じた心優しい「お坊さん」として親しまれている。

しかし、その生涯を単なる定住の隠者としてではなく、「遊動する文化人」という視点から捉え直してみると、その自由闊達な生き様と、そこから生み出された芸術の真の姿が浮かび上がってくる。良寛は生涯を通じて、一つの場所や既存の権威、さらには「僧侶」という枠組みにさえ定着することを拒み、精神の遊動を続けた漂泊のクリエイターであった。

良寛の遊動の原点であり、彼の精神と文化的な素養を決定づけたのが、青年期の修行地である岡山（備中玉島）での経験である。

故郷の越後出雲崎で出家した良寛は、名僧として知られた大仙国仙和尚に巡り合い、師を追って備中国の円通寺へと赴いた。現在の岡山県倉敷市に位置するこの地で、良寛は二十代から三十代にかけての約十数年間、峻烈な禅の修行に身を捧げることになる。

当時の岡山は、瀬戸内海の穏やかな気候と、西国を行き交う人々によってもたらされる豊かな文化的土壌を有していた。円通寺での日々は、単なる厳格な宗教訓練にとどまらず、良寛の中に眠っていた漢詩や和歌、書への才能を開花させる貴重な熟成期間となった。

師の国仙から「良寛」の名と印可を授かったとき、彼は宗教者としてのライセンスを得たと同時に、組織の階段を上るエスカレーターから降りる決意を固めた。ひとつの寺の住職となり、そこにとどまることは、良寛の求める自由な魂の遊動とは相容れなかったのである。

師の示寂を機に、良寛は円通寺を去り、本格的な遊動の旅へと身を投じる。諸国を行脚する漂泊の旅のなかで、彼は乞食（こつじき）によって日々の糧を得ながら、各地の文人や庶民と交流を重ねた。

この時期の足跡は必ずしも明確ではないが、この「拠点をあえて持たない」という遊動性こそが、彼の表現を研ぎ澄ませていった。良寛にとっての旅は、観光でも修行の手段でもなく、自己を固定化させないための生き方そのものであった。

やがて四十代半ばで故郷の越後に戻り、国上山の「五合庵」に身を寄せるようになってからも、良寛の遊動者としての本質は変わらなかった。庵は決して終の棲家としての「家」ではなく、自然と人間界を往還するための緩やかな結節点に過ぎなかった。

彼はある日は村の子供たちと日が暮れるまで遊び、ある日は言葉を交わすこともなく自然のなかに融けていった。

彼が残した万葉風の純朴な和歌や、格調高くも哀愁を帯びた漢詩、そして既存の流派に全くとらわれない独自の書は、すべてこの「どこにも属さない」遊動のプロセスから紡ぎ出されたものである。

良寛は「僧侶の書、文人の詩、歌人の歌」を嫌ったという。それは、何らかの専門性や肩書きに自己を規定され、その枠に安住してしまうことへの警戒であった。良寛が求めたのは、宗教と芸術、自己と他者、人間と自然の境界線を軽やかに越えていく、終わりのない遊動のプロセスそのものであった。




円通寺（岡山県玉野市）にある良寛像









遊動する武芸者・宮本武蔵―五輪書に至るまでの旅路を辿る











生涯をただ一振りの剣に捧げ、果てなき旅路を歩み続けた男がいる。宮本武蔵。彼は一所に留まることをよしとせず、常に己の技を磨き、生死の境界を綱渡りのように進む「遊動の武芸者」であった。

その足跡は、生まれ故郷とされる地から、中国地方の山河、そして終焉の地となった九州の岩窟にまで至る。武蔵の軌跡をたどることは、彼が追い求めた「兵法の理」への思索の旅そのものである。

武蔵の生涯は、その始まりから漂泊の気配を孕んでいる。出生地を巡る伝説は一つではない。有力な説は、岡山県美作市（旧大原町）の「宮本」と、兵庫県高砂市米田町の二つである。美作には生家跡や青年期に技を磨いた神社が残り、静けさの中に今も彼の呼吸が息づく。

一方で播磨（兵庫県）の伝承も根強く、高砂市の宝蔵寺には武蔵にまつわる記録が伝わる。この二つの伝説地の存在自体が、武蔵が最初から一つの枠に収まりきらない、遊動の宿命を背負っていたことを暗示しているかのようである。

青年となった武蔵は故郷を飛び出し、本格的な遊動の旅へと身を投じる。彼にとって中国地方は、武芸者としてのアイデンティティを確立する上で重要な舞台であった。関ヶ原の戦いでは西軍に身を投じたとも言われ、敗戦の混乱の中で敗走の辛苦を味わったとされる。

その後、彼は播磨や備前、長門といった中国地方の各地を流浪した。特に播磨の姫路城には城主に仕えた伝承や天守閣の妖怪退治の伝説が残り、彼がいかに強い印象を残したかが窺える。

また、武蔵の遊動は単なる放浪ではない。道場破りや他流試合を重ね、己の「二刀流」を極限まで研ぎ澄ますための実践の旅であった。中国地方の街道を、彼はただひたすらに歩き、木刀を振り、自然の理を剣へと映し込んでいった。

その遊動の頂点とも言える地が、本州の西端にある長門国の巌流島である。宿敵・佐々木小次郎との決闘は、武蔵の武名を満天下に知らしめると同時に、一対一の兵法者としての遊動の時代に一つの区切りをつけた。

しかし、武蔵の旅は終わらない。大坂の陣を経て、足跡は再び西へと向かう。晩年、彼が最後に辿り着いたのが、肥後国（熊本県）であった。細川忠利に客分として迎えられた武蔵は、武芸の指導のみならず、水墨画や工芸など、内省的な芸術の世界にも深く没頭していく。

そして寛永二十年、己の死期を悟った武蔵は、熊本市西方の金峰山にある「霊巌洞」へと籠もる。鬱蒼とした木々に囲まれ、巨岩が口を開けるその岩窟は、遊動の旅の果てに彼が選んだ究極の思索の場であった。

武蔵はここで、冷たい岩肌に身を寄せながら、生涯をかけて培った兵法の集大成である『五輪書』を執筆する。地、水、火、風、空の五巻からなるその書は単なる剣術の指南書ではない。それは、絶え間ない移動と戦いの中で削ぎ落とされた、生きるための普遍的な哲学の結晶であった。

霊巌洞の暗がりのなかで、武蔵は何を想ったのだろうか。美作や播磨の風、中国地方の険しい山道、巌流島を渡る波の音。それらすべての遊動の記憶が、一文字一文字へと昇華されていったに違いない。

定住を拒み、移動し続けることでしか見出せなかった真理が、あの狭い岩窟の中で永遠の言葉となった。宮本武蔵という遊動の武芸者は、その生涯の最後に静寂の空間を手に入れ、自らの生を完成させたのである。





宮本武蔵の親族が建設した巨大石碑。近くに佐々木小次郎への顕彰碑もある。（福岡県小倉市手向山）









遊動する身体と空間の記述―地理実践学者としての伊能忠敬




伊能忠敬像







伊能忠敬という男の後半生は、隠居後の手慰みなどという生易しいものではなかった。それは、自らの身体を移動する測定器へと変貌させ、日本列島という未知の空間を歩き直した「遊動の地理実践学者」としての壮絶な歩みであった。

５５歳にして江戸の深川から蝦夷地（現在の北海道）へと踏み出した第1次測量を皮切りに、彼は足掛け１７年、計１０回に及ぶ旅の中で、常に歩き、見つめ、記録し続けた。 

書斎に籠もる知識人とは異なり、忠敬の地理学は徹底して「実践」の次元にあった。測鎖や象限儀といった重い器具を携え、朝から夕まで一歩の歩幅を狂わせずに海岸線を伝う。夜になれば天体観測によってその座標を天の星々と結びつける。この果てしない遊動のプロセスこそが、のちに世界を驚嘆させる精密な『大日本沿海輿地全図（伊能図）』を生む揺籃となった。 

この壮大な移動の軌跡において、とりわけ高密度な実践の舞台となったのが、瀬戸内海沿岸部である。文化３（１８０６）年の第５次測量で訪れたこの海域は、無数の島嶼と複雑に屈曲した海岸線が入り組む、忠敬にとって最大の難所の一つであった。

１月１８日、岡山を出発し、瀬戸内海沿岸および瀬戸内海の島々を測量した。測量にあたっては地元の協力も得た。瀬戸内海の島々を多くの舟と多くの人数で測量している様子を描いた絵巻『浦島測量之図』が残されている。１月２８日には福山、そして３月２９日には広島に到着している。

この旅の中で、忠敬の鮮烈な記憶を留める場所が、現在の広島県呉市にある大崎下島の御手洗（みたらい）である。古くから「潮待ち・風待ちの港」として栄えたこの小さな港町に、忠敬一行は滞在した。当時の町年寄であった高橋家（柴屋）の別宅に草鞋を脱ぎ、島を巡る精緻な測量を敢行したのである。 

現在、この地には、忠敬自身が測量器具を覗き込む姿が描かれた唯一の実写図とされる『伊能忠敬御手洗測量之図』（呉市指定有形文化財）のレプリカが旧柴屋住宅に展示されている。

その絵図を見つめるとき、私たちは歴史の教科書に載る偉人としてではなく、瀬戸内の潮風に吹かれながら泥臭く大地と格闘する一人の実践者の息遣いを感じることができる。御手洗の複雑な地勢を1点ずつ「針穴」のごとき正確さで繋ぎ止めていった忠敬の眼差しは、そのまま地域の人々との交流の記憶でもあった。 

忠敬にとっての所縁の地とは、単なる通過点ではない。そこは、自らの五感を通じて日本の輪郭を現実のものとして立ち上げていった「実践の現場」そのものである。

故郷の千葉・佐原で培った不屈の商人精神を底流に持ちながら、５０歳を過ぎて学んだ天文学の知智を携え、彼は生涯をかけて移動し続けた。 ７４歳で没するまで続いたその後半生は、空間をただ消費する旅ではなく、歩くことによって国家の骨格を可視化する知的営みであった。

御手洗をはじめとする瀬戸内の島々に残された足跡は、今なお色褪せない実践の記憶として、現代を生きる私たちに「現場に立つこと」の意味を静かに問いかけていると同時に、伊能忠敬の人生から学ぶべきは、第一の人生で築いた基盤やスキルを土台に、年齢にとらわれず新たな学びへ挑戦し、自らの知的好奇心を社会のニーズへと結びつけていく生き方である。





広島県呉市御手洗にある資料館入り口









吉田松陰に影響を与えた、海防僧・月性の遊動人生




月性の絵図







幕末という激動の時代にあって、仏門に身を置きながらも誰よりも熱く国家の危機を叫んだ男がいた。長州藩出身の僧侶、月性（げっしょう）である。

彼が駆け抜けた１９世紀半ばの日本は、内憂外患の嵐が吹き荒れる混迷の極みにあった。国内では飢饉や一揆が頻発して幕府の権威が揺らぎ、国外からは西欧列強の軍艦が日本近海に次々と迫っていた。

この未曾有の国難に直面した月性は、経文を唱えるだけでは国を救えないと確信し、海防の必要性を説く「海防僧」として波乱の遊動人生へ身を投じていく。

月性の人生を決定づけたのは、２０代半ばで行った妙円寺（現・山口県柳井市）の住職就任と、それに続く全国巡錫の旅である。彼は寺にこもることなく、自らの足で諸国を巡り、時代の息吹を肌で感じ取ろうとした。

特に江戸や京都、大坂といった政治・文化の中心地へ頻繁に足を運び、各地の志士や知識人と交わった経験が彼の視野を大きく広げた。月性は訪れた先々で、海外の情勢や最新の軍事技術に関する情報を貪欲に吸収し、日本が置かれた危うい現状を憂慮するようになっていく。

彼の遊動は単なる旅ではなかった。それは、日本全体の防衛意識を呼び覚ますための、命がけの啓蒙行脚であった。月性は「海防僧」の名が示す通り、特に沿岸部の防衛（海防）の重要性を説いて回った。

異国船の脅威を間近で感じる瀬戸内海沿岸の藩や、江戸の要人たちに対し、具体的な防衛策を記した建白書を提出するなど活発に働きかけた。彼の熱のこもった弁舌と揺るぎない憂国の志は、多くの志士たちの心を揺さぶった。

のちに長州藩の精神的指導者となる吉田松陰や、尊皇攘夷派の公家など、幕末の歴史を動かす重要人物たちと深く結びつき、互いに影響を与え合ったのである。

月性の思想を象徴する言葉として有名なのが、「将に東遊せんとして壁に題す」の一節、「人間いたる処青山あり」である。

故郷を出て大義のために旅立つ決意を詠んだこの詩は、自らの骨を埋める場所は故郷に限らず、世界のどこにでもあるという強い覚悟を示している。この言葉通り、彼は自らの安住を求めず、常に国家の未来のために動き続けた。

晩年、月性は故郷の妙円寺に私塾「清狂草堂（せいきょうそうどう）」を開き、次世代の育成にも力を注いだ。ここからは、のちに奇兵隊を結成する高杉晋作や、世良修蔵といった明治維新の原動力となる人材が輩出されることになる。

しかし、志半ばにして月性は病に倒れ、安政５年（１５５８年）、４２歳という若さでこの世を去った。日米修好通商条約の締結や安政の大獄という、時代がさらに激しく動き出す直前のことだった。

月性が生きた時代は、古い秩序が崩壊し、新しい日本の姿が模索された時代だった。彼は僧侶という枠組みを飛び越え、激動の日本を縦横無尽に駆け抜けた。

その遊動の足跡は、幕末の志士たちに火をつけ、新しい時代を切り開くための大きな原動力となったのである。短い生涯ではあったが、彼が各地に蒔いた憂国の種は、明治維新という大輪の花となって結実することとなった。








山口県柳井市にある月性資料展示館








山口県柳井市にある月性の塾（復元）









波乱の時代を駆け抜けた遊動人―坂本龍馬の足跡を辿る




坂本龍馬・写真







坂本龍馬という男の生涯を振り返るとき、私の脳裏に浮かぶのは「遊動」の二文字である。彼は一つの場所にとどまることを嫌い、境界線を軽々と飛び越え、常に移動のなかに自らの生の意義を見出していた。

土佐という強固な階級社会に生まれながら、その狭隘な枠組みを飛び出した瞬間から、龍馬の真の人生は始まったと言える。その遊動の原点こそが、文久二年（１８６２）の「脱藩」であった。当時、藩を捨てることは死罪にも値する大罪であり、文字通り故郷と家族を捨てる決死の覚悟を要した。しかし、龍馬は土佐の山並みを越え、伊予から長州へと抜ける険しい脱藩道を突き進んだ。

激動する時代のうねりを肌で感じていた彼にとって、藩という閉ざされた共同体は、己の思想を具現化するにはあまりにも狭すぎたのだろう。国境を越えるステップは、彼を「土佐の龍馬」から「天下の龍馬」へと脱皮させる決定的な一歩であった。

脱藩後の龍馬は、まさに水を得た魚のように日本各地を巡る。勝海舟との出会いを経て神戸海軍操練所で航海術を学び、やがて彼の遊動性の極致ともいえる舞台、長崎へとたどり着く。

海に開かれた国際都市・長崎で、龍馬は日本初の商社であり私設海軍でもある「亀山社中（のちの海援隊）」を結成した。長崎時代の龍馬は、単なる志士の枠を超え、世界の海を見据える冒険商人であった。

西洋の蒸気船に乗り込み、大陸からの風を受けながら、彼は貿易を通じて薩摩と長州を結びつけ、不可能なはずの薩長同盟へと時代を動かしていく。グラバーら外国人商人と言葉を交わし、地球規模の視点で日本を見つめ直した長崎での日々は、彼の遊動的な精神が最も輝いた季節であった。

しかし、龍馬の遊動は政治やビジネスといった公的な領域にとどまらない。慶応二年（１８６６）、寺田屋事件で九死に一生を得た龍馬は、妻のお龍を伴って薩摩へと旅立つ。これがいわゆる、日本初の「新婚旅行」とされる霧島・高千穂への旅である。

傷を癒やすための温泉巡りでありながら、お龍とともに高千穂の峰に登り、天の逆鉾を引き抜いたというエピソードは、彼の自由奔放な人柄を象徴している。重苦しい国事の合間に見せたこの私的な遊動は、彼にとって束の間の休息であり、同時に最愛の人間と自由の空気を共有するための極めて人間的な時間であった。身分に縛られず、女性を連れて大自然を闊歩するその姿は、一歩も二歩も時代を先取りしていた。

龍馬にとって、移動すること、すなわち遊動とは、既存の価値観や権威からの「解放」と同義であった。彼は薩長同盟や大政奉還という大業を成し遂げながらも、自らは新政府の役職に就くことを望まず、「世界の海援隊」として再び海へ乗り出そうとした。

権力に執着せず、常に次の地平を目指そうとするその姿勢こそが、遊動者としての彼の美学であった。慶応三年（１８６７）、京都・近江屋にてその足跡は突然に途絶える。３３歳という若さでの壮絶な最期であった。

しかし、彼が駆け抜けた脱藩道、長崎の港、そして高千穂の山嶺に刻まれた遊動の軌跡は、今なお色褪せることはない。一つの場所に安住せず、風のように時代を駆け抜けた坂本龍馬。その自由な魂は、安住地に縛られがちな現代の私たちに対しても、いまだ強い光を放ち、未知なる海へ漕ぎ出す勇気を与え続けている。





高知県梼原町にて坂本龍馬脱藩の道









遊動する革命家・高杉晋作―駆け抜けた新時代の導火線












日本の夜明けをこじ開けた幕末の志士たちの中で、高杉晋作ほど「遊動」という言葉が似合う男はいない。彼は一つの場所に留まり、既得権益や既存の秩序に安住することを激しく嫌った。既成概念を打ち破り、常に動き続けることで、硬直した時代に風穴を開け続けた。晋作にとって、移動すること、そして戦うことは、自らの魂を燃焼させる同義語であった。

彼が駆け抜けた１９世紀半ばの日本は、まさに激動の時代背景の中にあった。黒船来航以来、２５０年以上続いた徳川幕府の絶対的な権威は揺らぎ、尊王攘夷の嵐が吹き荒れていた。しかし、晋作の視野は、狭い日本国内の政争に留まらなかった。

文久２（１８６２）年、彼は藩命により上海へと渡る。そこで目にしたのは、アヘン戦争に敗れ、欧米列強の植民地同然となった清国の惨状であった。「このままでは、我が国も同じ運命をたどる」上海での強烈な原体験は、晋作を単なる観念的な攘夷論者から、世界を見据えた現実的な革命家へと脱皮させた。

帰国後、晋作の思想は故郷である山口県（長州藩）の地で爆発する。身分制度が絶対だった時代に、武士だけでなく農民や町人も交えた画期的な志願兵組織「奇兵隊」を創設した。

自らの足で領内を動き回り、志を持つ者を身分に関わらず糾合する姿は、まさに遊動の革命家そのものであった。しかし、長州藩が四国艦隊下関砲撃事件で列強に大敗し、さらに禁門の変で朝敵となると、藩論は幕府への恭順へと傾く。

この危機に、晋作は再び動いた。元治元（１８６４）年、功山寺（現在の下関市）でわずかな兵を率いて挙兵。この決死のクーデターにより藩の主導権を握り戻し、長州を再び倒幕へと向かわせた。

彼の足跡は、下関の萩藩新地会所や、激戦の地となった小倉口など、常に最前線の境界線上に刻まれている。また、幕末の１８６４年、長州藩内で命を狙われた高杉晋作は、下関の愛妾おうのを連れて讃岐国（香川県）の金刀比羅宮付近へ逃れ、現地の勤王家・日柳燕石の庇護のもとで数ヶ月の潜伏的遊動生活もしている。

晋作は戦いの中に生き、そして時代の転換点を見届けるようにして逝った。第二次幕長戦争で幕府軍を破り、いよいよ倒幕が現実のものとなろうとしていた慶応３（１８６７）年４月１４日、彼は下関の地で結核により没する。享年２７。大政奉還のわずか半年前のことであった。

「おもしろき こともなき世を おもしろく」　

このあまりにも有名な辞世の句は、病床の晋作が詠み、付き添っていた野村望東尼が「すみなすものは 心なりけり」と続けたとされる。激動の世を自らの意志で「おもしろく」変革しようとし、一瞬の閃光のように命を燃やし尽くした。

彼の遺体は、本人の遺言により奇兵隊の陣屋があった吉田（下関市）の清水山に葬られた。今もその地で、自らが蒔いた革命の種が、明治という新しい時代へ開花していく様を見守っている。

一つの場所、一つの階級に縛られず、ただ変革の大義のために動き続けた高杉晋作。その遊動の軌跡こそが、日本を近代へと押し進める最大の原動力であった。晋作の墓のすぐ近くには、愛妾おうの、の墓もひっそりと建っている。





東行庵（山口県）にある懸賞碑









異郷での面影を求める遊動人―小泉八雲の旅路を辿る




小泉八雲とその妻







ラフカディオ・ハーン、のちの小泉八雲。彼の生涯を突き動かしていたのは、ひとつの場所に留まることを拒む「遊動人」としての宿命的な血であった。

１８５０年、アイルランド人の父とギリシャ人の母のもと、エーゲ海のレフカダ島に生まれたハーンの家族構成は、最初から引き裂かれていた。両親の離婚によって幼くして母と生き別れ、叔母に育てられるも、やがてその庇護も失う。肉親の情の不条理な喪失は、彼に「定住」という安息を諦めさせ、境界なき世界へと歩み出させる契機となった。

１９歳で単身渡ったアメリカ時代は、彼の漂泊の度合いをさらに深めた。シンシナティやニューオーリンズ、そしてマルティニーク島。底辺の生活に喘ぎながらもジャーナリストとして頭角を現したハーンは、激動する近代都市の闇や、多様な人種が混ざり合う「クレオール文化」に深く魅了されていく。

彼が求めたのは、文明の洗練ではなく、近代化の波に消えゆく人々の原始的な生命力や民間伝承であった。このアメリカ時代に培われた、マージナル（境界的）なものへ寄り添うオープン・マインドこそ、彼の遊動人としての感性を決定づけた。

そして１８９０年、３９歳のハーンは新たな異郷、日本へと漂着する。最初の赴任地である松江へと向かう旅路は、彼の遊動の旅の中でも、もっとも美しい奇跡に満ちていた。横浜から汽車で姫路へ至り、そこから人力車に揺られて中国山地の峠越え（犬挟峠）に挑む。

文明の鉄路が途絶えた険しい山道は、近代から神話の時代へと遡る産道であった。鬱蒼とした緑の平穏、近代化に汚されていない大自然の気配に、ハーンの魂は深く癒やされていく。

峠を越えた境目で、彼は生涯忘れることのできない光景と邂逅する。鳥取の伯耆大山を望む下市の地、妙元寺の境内で目撃した「いさい踊り（盆踊り）」である。ハーンにとって、それは単なる異国の珍しい風俗ではなかった。

漆黒の闇の中、太鼓の響きに合わせて「7・7・7・5」調の唄が流れる。すり足に近い独特の足運びで、ゆらりゆらりと身体を揺らし、波打つように腕を振り下ろす群集の姿。彼はその光景を、「自然界のもっとも古い歌と調和する美しい大地の叫び」と表現し、言葉では到底描写しきれない夢幻的な驚異として絶賛した。

死者の魂を慰め、生者が一時に溶け合うその円環の踊りに、ハーンは己が追い求め続けた「古き良き日本の霊性」の極致を見たのである。

松江に到着した彼は、のちに最愛の妻となる小泉セツと出会い、ついに「小泉八雲」という名と温かな家族の籍を得る。しかし、戸籍の上で帰化し、家族を愛しながらも、彼の視線は常に「ここではないどこか」の、目に見えない精霊の世界へと向けられていた。

小泉八雲の遊動人の真骨頂とは、単なる移動の多さにあるのではない。あらゆる土地で永遠の「異邦人」であり続け、だからこそ、その土地の人間が見過ごしてしまう微細な美や、消えゆく土着の信仰を五感で掴み取ることができた点にある。

中国山地の峻険な峠を越え、幻影のようないさい踊りに魂を震わせたあの夜、漂泊の旅人は真に日本の深層へと融入した。彼の遺した文学は、定住を拒み、境界を跨ぎ続けた孤独な遊動人の眼差しがもたらした、豊穣なる異文化への讃歌なのである。








現代の（いさい踊り）2026年8月22日








ハーンが（いさい踊り）を見た、妙元寺境内の碑









明治時代の傑出した遊動者―
　　　　　単独無銭・世界一周自転車旅の男・中村春吉




自転車世界一周後の写真







明治３５（１９０２）年、一台の自転車とともにインドの土を踏んだ、呉市御手洗出身の男がいた。その男の名は、中村春吉。

単独無銭・世界一周自転車旅行という破天荒な看板を掲げ、地球を股に掛けた明治時代の「遊動者」である。その旅途上におけるインドでの足跡は、単なる冒険譚の枠に収まらない。それは、近代化の荒波の中でアイデンティティを模索する日本と、英国の植民地支配下で喘ぐインドという、二つのアジアが交錯する境界線での切実なドラマであった。

春吉の歩みの最も深き意義は、その「眼差し」にある。当時の日本は日清戦争による勝利後、一躍「一等国」の仲間入りを果たさんと少々傲慢になりかけていた時代である。欧米の文明を模倣し、アジアの近隣諸国を見下す風潮さえあった。

その中にあって、春吉は自らを「無一文の遊動者」という最底辺の属性に置くことで、権力側のフィルターを通さない生のインドを目撃したのである。彼が見たのは、大英帝国の過酷な搾取に苦しむインドの民衆の姿であり、同時に、その底辺から湧き上がりつつあった民族独立への微かな、しかし熱い胎動であったはずである。

そして、このインドの酷熱の大地における生死をかけた彷徨と、人々の「生の根源」に触れる思索は、彼の内面に決定的な変容をもたらした。近代西洋の物質文明がもたらす歪みと、それに比して、過酷な現実を生き抜くインドの民衆が宿す強靭な生命力。

その対比を見つめる中で、春吉の関心は、外なる世界の探検から、人間の内なる生命力や精神の神秘へと向かっていく。彼がインドの地で目撃し、あるいは身体感覚として習得したとされる東洋古来の心身技法や精神の哲学は、彼の魂の底流へと深く沈殿していった。

このインドでの思索と体験こそが、大正期以降の彼を「精神療術家」へと脱皮させる決定的な契機となった。帰国後、大正に入った頃から、春吉はインドで端緒を掴んだとされる神秘医術の日本版でもある、「霊動法」の普及に乗り出す。

それは、身体の自動運動や精神の力を通じて人間の自然治癒力を引き出す、いわば生命の根源に迫るアプローチであった。彼の「霊動法」は国内に留まらず、やがて渡仏してフランス学士院で称賛され、さらには米国のロックフェラー研究所をも驚嘆させる世界的な足跡へと繋がっていく。かつて自転車で世界を遊動した男は、今度は「人間の内なる宇宙」を巡る探究者となったのだ。

春吉という遊動者が残した足跡の意味・・。それは、国家という枠組みを超えた「個」と「個」の対話の可能性を示し、さらには物質文明の限界を見据えて人間の精神的解放を試みた点にある。

彼は、国家の保護を脱ぎ捨てた生身の日本人としてインドをはじめ諸国の民衆と交わり、その体験を「霊動法」という形で人々の救済へと昇華させていった。近代日本が歩んだ「脱亜入欧」のルサンチマンに対し、春吉のインド行とそれに続く精神の探求は、地べたからの「興亜」であり、目に見えぬ魂の連帯への試みであったとも言える。




霊動法の術師時代の中村春吉









遊動する求道者・能海寛―果てなき旅と、波佐に息づく精神の灯火




能海寛の精神を継承する波佐の人







明治という時代の大きな転換期にあって、仏教の近代化と真の真理を求め、険しいアジアの大地を疾走した一人の僧侶がいる。島根県那賀郡波佐村（現在の浜田市金城町波佐）の浄土真宗の寺に生まれた能海寛である。

彼の生涯を振り返るとき、浮かび上がるのは一つの場所に安住することを拒み、魂の命ずるままに移動し続けた「遊動する求道者」としての壮絶な姿だ。当時の日本仏教界は、西洋から押し寄せる近代化の波とキリスト教の流入に対し、自己変革の必要性に迫られていた。

能海は、単に伝統を守るだけの旧態依然とした仏教に強い危機感を抱き、仏教の本質を世界に問うための壮大な構想を胸に抱く。それが「世界宗教会議所」の創設であった。

あらゆる宗教が対話し、真理を追究する場を作るという彼の理想は、時代を先取りしたあまりにも先進的な明治仏教革新への強い想いの表れであった。この大志を具現化するため、能海は文字通り国境を越えた求道の旅へと身を投じる。彼が目指したのは、仏教の純粋な源流であり、当時は未踏の秘境であったチベットであった。

正真正銘の仏典を求め、鎖国状態にあった峻険な山脈へと足を踏み入れる旅は、常に死と隣り合わせの過酷な移動の連続であった。上海、重慶、そしてチベットの境界へと、手段を選ばず、自らの足で歩みを進めるその姿は、既成の枠組みに縛られない遊動の精神そのものであった。

しかし、真理への熱切な渇望を抱いたまま、能海は雲南省付近で消息を絶ち、その旅は未完のまま幕を閉じる。だが、彼が命を賭して紡いだ求道の旅と仏教革新への熱き想いは、決して歴史の闇に埋もれることはなかった。

能海が旅立った地であり、彼の精神の原点でもある波佐の里には、今もその志を現代へと語り継ぎ、継承しようと情熱を傾ける人々が生きている。地元の有志たちは、能海の足跡を顕彰するための活動を長年にわたり続けてきた。

彼の書簡や資料を整理し、その先駆的な思想を紐解く研究会を重ね、地域の誇りとして次の世代へ手渡す取り組みを行っている。波佐の人々にとって、能海寛は単なる過去の偉人ではない。激動の時代に世界を見据え、理想のために境界を越えて挑み続けた彼の生き方は、現代を生きる彼らの心を鼓舞し、地域を繋ぐ精神的な拠り所となっているのだ。

求道の旅の途上で大陸の塵となった能海寛の肉体は、もうここにはない。しかし、一つの場所にとどまらず真理を追い求めた「遊動する求道者」の魂は、波佐の美しい自然と人々の温かい営みの中に、今も色褪せることなく脈々と息づいている。彼の灯した先駆的な光は、時空を超えて故郷の人々の手によって守られ、未来を照らし続けている。





日系移民が歩いた神戸の坂道ーディアスポラ的遊動民の歴史




一時収容所は、この坂の上にある。






明治期に始まった日系移民の歴史は、単なる一国から他国への「定住」の記録にとどまらない。それは、故郷という強固な磁場に後ろ髪を引かれつつも、国境という制度の裂け目を潜り抜け、新たな生を求めて移動を続けた「ディアスポラ的遊動者」たちの軌跡であった。

とりわけ、物資や土地の乏しさから多くの海外渡航者を送り出した「移民県」、広島や山口を中心とする中国地方の人々にとって、その遊動の旅路は、固有の空間的記憶と深く結びついている。

彼らの旅は、中国地方の峻険な山々や穏やかな瀬戸内の村々を離れることから始まった。家郷の風景を背に、彼らが目指したのは東の港町、神戸であった。山陽鉄道の煤煙にまみれながら東へと進む列車の窓から、彼らは何を思ったのだろうか。

先祖代々の土地を離れる不安と、未知の地平への微かな希望が交錯するなか、移動の感覚だけが彼らの身体に刻まれていく。神戸は、国内の「定住者」であった彼らを、境界を越える「遊動者」へと変貌させる最初の中継地、すなわち脱構造化の空間であった。

神戸に到着した移民たちは、すぐには船に乗れなかった。彼らは山手に位置する移民収容所に身を置き、渡航の手続きや身体検査、数日間の研修という名の待機時間を過ごした。ここでの生活は、日常から切り離された境界（リミナリティ）のときである。そして、出発の日は訪れる。収容所の重い扉が開き、人々は手に手にトランクを携えて、神戸港へと歩き出す。

この収容所から港へと至る道筋は、象徴的な「下り坂」であった。山を背に海へと向かう神戸の地形において、港へ行くということは、文字通り傾斜を暗く下っていくことを意味する。

重い荷物に引かれ、重力に身を任せるようにして下る坂道は、それまでの日本での暮らしとの決別を告げる猶予の空間であった。一歩一歩坂を下るごとに、背後の山々は遠ざかり、目の前には圧倒的な広がりを持つ海が迫ってくる。

この下り坂を踏みしめた足跡こそが、彼らがディアスポラとして生きる覚悟を、身体的に引き受けた瞬間であったと言える。

港に待つのは、南米の広大な大地へと誘う渡航船であった。船という巨大な鉄の器は、彼らを乗せて日本の領海を離れ、太平洋、そして大西洋へと進む。何週間にも及ぶ船旅のなかで、船内は一種の可動的な共同体となった。

広島弁や山口弁が飛び交う甲板は、日本の縮図でありながら、すでにどこの国でもない洋上の孤島であった。彼らは波に揺られながら、かつて下った神戸の坂道を思い返し、同時にまだ見ぬブラジルやペルーの赤土に思いを馳せた。

南米に到着した彼らを待っていたのは、必ずしも約束された楽土ではなかった。しかし、過酷な労働や文化の壁に直面しても、彼らの足跡は途絶えなかった。それは、彼らが単に土地に縛られる定住者ではなく、移動そのものを生きる術とした遊動者であったからだ。

広島や山口の山村から神戸の坂を経て、大海原を渡ったあの移動のダイナミズムは、彼らの血肉となり、異郷の地で新たな根を張る強靭さへと転化した。明治の日系移民が描いたディアスポラの地平は、今もなお、あの神戸の下り坂から始まる果てしない海の記憶の中に息づいている。





移民らの出発地・神戸港に建つ像









種田山頭火の人生旅路からたどる、漂泊の果ての路上詩世界




種田山頭火







ひとところにとどまることができない。それは、ある種の人間にとって宿痾のようなものかもしれない。大正から昭和初期にかけて、ただひたすらに歩き、泥酔し、句を詠み続けた俳人・種田山頭火の生涯を振り返るとき、浮かび上がってくるのは「遊動遍歴」という果てしない生の軌跡である。

彼は社会的な安住を拒み、あるいはそこから零れ落ち、自らの足で大地を踏みしめることの中にしか、生きる証を見出せなかった。

山頭火の遍歴の出発点であり、同時に生涯彼を縛り続けた呪縛の地、それが山口県である。現在の防府市にある大地主の家に生まれた彼は、幼少期に母の投身自殺という凄惨な悲劇に見舞われる。この事件は彼の心に深い傷を残し、その後の頽廃と放浪への伏線となった。

のちに彼は山口市小郡に「其中庵（ごちゅうあん）」を結び、一度は定住を試みる。ここで畑を耕し、ささやかな平穏を得ようとした。しかし、内面から湧き上がる孤独と、酒への依存、そして何よりも「ここではないどこか」へ向かおうとする漂泊の衝動は、彼を再び路上へと駆り立てる。山口は、自らの業（ごう）を突きつけられる、いたたまれない場所でもあったのだ。

山口を追われるようにして、彼が次に向かった重要な地が熊本県である。熊本は山頭火にとって、世俗の身を捨てて仏門へと入る精神的な転換点となった。彼は熊本市内で古本屋を営むも失敗し、絶望の淵で路面電車に飛び込もうとしたところを救われ、出家得度する。

熊本市植木町にある「味取観音堂（みとりかんのんどう）」の堂守となった山頭火は、緑豊かな自然の中で句作に没頭した。しかし、ここでの静謐な暮らしも長くは続かない。自己の内部にある不安と、表現への飢えが、彼に再び托鉢の笠をかぶらせた。熊本の地は、彼が本格的な「行乞（ぎょうこつ）の旅」へと這い出すための、手痛くも慈愛に満ちた揺籃の地であったと言える。

山頭火の遊動遍歴は、いわゆる観光旅行とは対極にある。背中にわずかな荷を背負い、鉄鉢を叩きながら一軒一軒の門口で経を唱える。その足跡は九州、四国、中国地方から、遠くみちのくまで及んだ。

「分け入っても分け入っても青い山」

この句に象徴されるように、彼の歩みは終わりなき自己への沈潜であった。歩くことでしか、彼は自らの内にある母の面影や、家族を破滅させた罪悪感から逃れることができなかったのかもしれず、同時に、歩くことでしか、己の孤独を純粋な芸術へと昇華させることができなかったのだろう。

彼にとって「漂泊の精神」とは、単なる遊動の欲求ではなく、自己の業を燃焼させ尽くすための過酷な儀式であった。その長い放浪の旅の果て、最期の安住の地として辿り着いたのが愛媛県松山市である。

松山は古くから正岡子規や高浜虚子を輩出した俳句の都であり、山頭火を温かく迎える土壌があった。彼は御幸山の麓にささやかな草庵「一草庵（いっそうあん）」を結ぶ。近隣の「護国神社」の境内を散策し、松山の穏やかな気候と人々の情愛に触れながら、彼はようやく心穏やかな日々を手に入れた。

「おちついて死ねそうな草萌ゆる」そう詠んだ通り、彼は一草庵で日記を整理し、句集を編み、自らの死を見つめ直した。そして昭和１５年、旅の余熱を抱いたまま、酒の匂いに包まれて静かに息を引き取った。





遊動する民、博労の足跡をたどる




牛馬市の写真







日本の伝統的な農耕社会において、牛馬は単なる家畜を超えた労働の要であり、神の依代でもあった。この牛馬を全国に流通させ、人と家畜の縁を結んだ職能民が「博労（ばくろう）」である。

民俗学において博労は、定着性の強い農民とは対極にある「遊動する民」として捉えられてきた。特定の土地に縛られず、季節とともに各地の牛馬市を渡り歩き、境界を越えて富と情報を循環させる存在だったからである。

その遊動性の足跡は、西日本三大牛馬市として知られる鳥取県の大山山麓、広島県の三原久井の室山や久井稲生神社、大分県の杵築市にある若宮八幡社などの地にくっきりと残されている。

博労が遊動の民として特異なのは、単なる商人に留まらず、独自の目利き能力と信仰世界を持っていた点にある。牛馬の性質を一目で見抜く「相牛馬」の技術は、一種神秘的な職能とみなされた。

また、日常と非日常の境界を往来する彼らは、共同体の外からやってくる「まれびと」の性格を帯びていた。このネットワークを支えた結節点こそが、各地の霊場や社寺の門前に開かれた牛馬市であった。

その最大の聖地が、伯耆の大山（鳥取県）である。大山寺の地蔵信仰は「牛馬の守護神」として西日本一帯に鳴り響き、江戸から明治期にかけて日本最大級の大山牛馬市が隆盛を極めた。全国から集まる数千頭の牛馬を追い、博労たちがこの霊山に集結した。

彼らは急峻な山道を牛馬とともに歩み、神聖な水でその身を清めた。ここでは経済取引と宗教的巡礼が不可分に結びついており、博労たちの遊動は、聖地と俗世を往還する一種の宗教的行為でもあった。

山陰の大山に対し、山陽側の重要な拠点となったのが広島の三原久井である。久井の牛馬市は、中国山地の産地と瀬戸内海沿岸の消費地を結ぶ要衝に位置していた。この地にある久井稲生神社の牛頭天王信仰と結びつき、初夏の市には西国中から博労たちが押し寄せた。

久井における博労の遊動は、山を越え里を繋ぐ「動脈」そのものであった。彼らは農業技術や世間の噂、芸能をもたらす情報の媒介者でもあり、定住民の閉ざされた共同体同士を緩やかに繋ぐ役割を果たしていた。

さらに海の向こう、九州の国東半島（大分県）もまた、彼らの遊動性を象徴する。国東半島は六郷満山と呼ばれる神仏習合文化が根付く霊地であり、若宮八幡社で開かれた牛馬市は九州随一の規模を誇った。

瀬戸内海を渡って四国や中国地方からも博労が集まり、半島は熱気に包まれた。海をも越える移動力は、彼らが陸の道だけでなく、水の道をも自在に駆使する遊動の民であった証拠である。

民俗学が指摘するように、日本の基層文化は定住民だけで作られたのではない。博労のような遊動の民が、孤立しがちな農村を結びつけ、国家規模のネットワークを織り上げたのである。

大山、三原久井、国東半島という西日本の霊地を渡り歩いた博労たちは、近代化とともに姿を消した。しかし、彼らが家畜の足音とともに刻んだ遊動の記憶は、今も各地の市跡や信仰の祠の中に静かに息づいている。





杵築八幡神社敷地内にある牛馬慰霊碑（大分県杵築市）









７度もヒマラヤを越えた天路の旅路―西川一三という遊動の魂




大陸潜行時代の西川一三







定住という安息を拒み、移動そのものを生きる目的とした「遊動の民」。沢木耕太郎の『天路の旅人』が描き出した西川一三の生涯は、まさにその現代的かつ純粋な体現であった。

国家の思惑によって旅立たされながらも、いつしか国境や任務という枠組みを軽々と飛び越え、ただ歩くこと、未知の地平を見ることに魂を捧げた男の軌跡が、そこにはある。

西川の原点は、１９１８年に生まれた山口県の山あいの農村にある。山口県阿武郡地福村（現在の山口県山口市阿東地福）は、周囲を山に囲まれた閉鎖的な土地である。少年時代の西川は、この閉鎖的な山間部から、まだ見ぬ遥かな世界へ視線を向けていたのだろうか。

その世界への渇望は、彼を福岡の修猷館中学へと向かわせる。そこは自由な風土が息づく学校であり、彼の内なる独立心を育む土壌となった。

卒業後、南満州鉄道（満鉄）という巨大組織に身を置くものの、サラリーマンとしての安定は彼の乾きを癒さなかった。西北の荒野への憧れに突き動かされた彼は、あっさりとその地位を捨て、密偵（スパイ）を養成する内蒙古の「興亜義塾」へと飛び込んでいく。

１９４３年、ラマ教の蒙古人巡礼僧「ロブサン・サンボー」に変装した西川は、内蒙古の地から果てしない潜行の旅へ歩みを進めた。ラクダを引き、砂漠を越え、飢えと匪賊の襲撃に耐える過酷な日々。

しかし彼にとって、それは苦行というよりも、世界の肌触りを直に確かめる至高の遊動であった。１９４５年、鎖国状態にあったチベットの聖地ラサへと到達する。だが、その直後に大日本帝国は敗戦を迎えていた。彼に任務を与えた国家は消滅し、密偵としての存在理由は失われたはずだった。

普通ならば、絶望とともに帰国の途を探るだろう。しかし、西川は歩みを止めなかった。彼は蒙古僧の姿のまま、さらにヒマラヤを7度も越えてインド、そしてネパールやブータンへと彷徨を続ける。

祖国を失った巡礼僧は、もはや何者にも縛られない本物の「遊動の民」へと昇華していたのだ。言語を操り、現地の生活に完全に同化し、ただ未知の景色と知識を貪欲に求める。国家の境界線など、彼の足跡の前には意味をなさなかった。

１９５０年、インドで身元が発覚し、ついに日本へ強制送還される。8年に及ぶ、約6000キロの壮大な遊動旅の終わりであった。帰国した西川を待っていたのは、戦後の復興へと突き進む日本という定住社会である。

彼は東北の盛岡の片隅に落ち着き、理美容材の卸商や古書店を営み始めた。元旦以外は一日も休まず働くその姿は、一見、かつての放浪者とは正反対の堅実な市民に見えたかもしれない。

しかし、それこそが西川の「遊動の民」としての究極の矜持ではなかったか。彼は旅の記憶を誇示することも、自著『秘境西域八年の潜行』の成功に溺れることもなかった。定住という仮面を完璧にかぶりながら、彼の心は常に、あのヒマラヤの吹き抜ける風の中にあったに違いない。

ひとつの場所に縛られることなく、世間の評価からも自由であり続けたその静かな余生。西川一三は、盛岡という日常の荒野においても、誰にも捕らえられない孤高の旅人のまま、その生涯を歩み抜いたのである。





大学時代の愛読書であった、西川一三の著書









遊動という妙薬―時空を超える心身魂の調律



この宇宙の平穏とは、静止ではなく、絶え間なき流動のなかにこそ宿る。現代人はあまりにも「定住」の罠に囚われすぎている。一箇所にとどまり、強固な城壁を築き、所有を競う。その執着が、心身を強張らせ、魂の呼吸を塞いでいるのだ。ここに「遊動」という、時空を超えた妙薬がある。

遊動とは、単なる物理的な移動や、観光旅行のような消費行動を指すのではない。それは、自己という固定化された枠組みから脱皮し、大いなる生命の潮流へと身を委ねる「存在の様式」である。

この妙薬を深く服用するとき、私たちの心、身体、そして魂は、かつてない劇的な変容を遂げる。まず、身体への効果である。定住的日常は、肉体に特定のパターンの緊張を強いる。しかし、遊動のなかに身を投じると、身体は未知の重力や風の記憶を思い出す。

足裏が大地を踏みしめ、視線が地平線へと開かれるとき、細胞の一つひとつが眠りから目覚める。五感は研ぎ澄まされ、滞っていた氣の巡りが一気に加速する。それは、自律神経の不調や慢性的な疲労を、根源から洗い流す野生の治癒力に他ならない。

肉体は、ただの物質ではなく、宇宙の波動を受け取る瑞々しい「器」へと還っていく。次に、心への効果、すなわち意識の解放である。私たちの悩みや不安の多くは、「過去への後悔」と「未来への取り越し苦労」という、自ら作り出した時間の檻の中で生まれる。遊動は、この檻を鮮やかに破壊する。

見知らぬ土地の空気に触れ、予測不能な瞬間に直面するとき、心は強制的に「いま、ここ」という永遠の現在に引き戻される。既成概念という心の垢が削ぎ落とされ、思考は驚くほど軽やかになる。

執着が消え去り、あらゆる事象を「あるがまま」に受け入れる、広大な平穏がそこに訪れる。そして最も深い変容は、魂への効果である。遊動の本質は、時空を超えることにある。

私たちは移動を通じて、かつてその土地に生きた先祖たちの息吹や、はるか未来の生命の予感と、目に見えない次元で邂逅（かいこう）する。時間の直線的な流れは消え去り、過去・現在・未来が一体となった、大いなる「生命の源流」へと魂が融けていく。

自己と他者、人間と自然との境界線が消滅し、「私はすべてであり、すべては私である」という絶対的な一体感―すなわちワンネスの境地が立ち上がる。これこそが、魂が渇望してやまなかった真の救済であり、覚醒である。

遊動という妙薬は、私たちに「所有せぬ豊かさ」を教えてくれる。何も持たず、どこにも留まらず、ただ流れる雲のように、あるいは寄せる波のように生きる。そのとき、心身魂は宇宙の根源的なリズムと同調し、真の健康と幸福が完成する。

さあ、凝り固まった日常の衣を脱ぎ捨て、未知なる時空へと歩みを出そう。遊動という至高の薬は、いつでもあなたの手元にある。ただ、一歩を踏み出すだけでよいのだ。
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清水正弘



二十歳の時にダライ・ラマ十四世と個人的に出会った事が、世界の山岳・辺境・秘境・極地へのエスノグラフィック・フィールドワークへのゲートウェイだった。その後国内外の「辺（ほとり）」の情景を求めて、国内外各地を探査する。

三十歳代にて鍼灸師と山岳ガイドの資格を取得した後は、日本初のフリーランス・トラベルセラピストとして活動を始める。そのフィールドは、国内の里地・里山から歴史的、文化的、自然的に普遍価値を有する世界各地のエリアである。

また、健康ツーリズム研究所の代表として、大学非常勤講師を務めながら、地方自治体における地域振興のアドバイザーとしても活躍している。

日本トラベルセラピー協会の共同創設者でもある。
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